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はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、構成、および関連製品とサービスの関連資料について説明しま

す。このマニュアルの構成は次のとおりです。

• 目的（p.viii）

• マニュアルの構成（p.viii）

• 関連資料（p.ix）

• マニュアルの入手方法（p.xi）

• テクニカル サポート（p.xii）

• その他の資料および情報の入手方法（p.xiv）
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はじめに

目的

目的

このマニュアルでは、PA-T3(=) および PA-2T3(=)Port Adapter のインストレーションおよび設定方法
について説明します。PA-T3 は以下のプラットフォームで使用できます。

• Route Switch Module（RSM; ルート スイッチ モジュール）/第 2 世代 Versatile Interface Processor
（VIP2）搭載の Catalyst 5000 ファミリ スイッチ

• Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール搭載の Catalyst 6000 ファミリ スイッチ

• Cisco 7120 シリーズおよび Cisco 7140 シリーズで構成される Cisco 7100 シリーズ ルータ

• 2 スロットの Cisco 7202、4 スロットの Cisco 7204 および Cisco 7204VXR、6 スロットの 
Cisco 7206 および Cisco 7206VXR で構成される Cisco 7200 シリーズ ルータ

• 6 スロットの Cisco uBR7246および Cisco uBR7246VXR 、3 スロットの Cisco uBR7223で構成さ
れる Cisco uBR7200 シリーズ ユニバーサル ブロードバンド ルータ

• Cisco 7301 ルータ

• Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード

• Cisco 7401ASR ルータ

• 7000 シリーズ Route Switch Processor（RSP7000）および 7000 シリーズ Chassis Interface
（RSP7000CI）を搭載した、Cisco 7500 シリーズおよび Cisco 7000 シリーズ ルータの VIP

マニュアルの構成

このマニュアルで説明する内容は、次のとおりです。

章 タイトル 説明

第 1 章 概要 PA-T3 とその LED ディスプレイ、ケーブル、およびレセ
プタクルについて説明します。

第 2 章 インストレーションの準備 安全に関する注意事項、必要な工具、取り付け前の準備

作業について説明します。

第 3 章 ポート アダプタの取り外し
および取り付け

サポート対象のプラットフォームでの PA-T3 Port Adapter
の取り外しおよび取り付け手順について説明します。

第 4 章 PA-T3 の設定 サポート対象のプラットフォームでの PA-T3 の設定手順
について説明します。
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関連資料

関連資料

ご使用のルータまたはスイッチ、およびルータまたはスイッチ上で稼働する Cisco IOS ソフトウェ
アは、広範な機能を備えています。これらの機能の詳細については、以下の関連資料を参照してく

ださい。

• Cisco IOS ソフトウェア

コンフィギュレーション情報およびサポートの詳細については、一連の Cisco IOS ソフトウェ
ア コンフィギュレーション マニュアルのうち、ご使用の Ciscoハードウェア製品にインストー
ルされているソフトウェア リリースに対応したコンフィギュレーション マニュアルおよびコ
マンド リファレンスを参照してください。

（注） Cisco IOS ソフトウェア コンフィギュレーション、およびハードウェアのインストレー
ション /メンテナンス マニュアルは、WWW の http://www.cisco.com、
http://www.cisco.com/jp、http://www-china.cisco.com、または http://www-europe.cisco.com
からも入手できます。

• Catalyst RSM/VIP2

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照し

てください。

－ 『Route Switch Module Catalyst VIP2-15 and VIP2-40 Installation and Configuration Note』

－ 『Catalyst 5000 Series Route Switch Module Installation and Configuration Note』

－ ご使用の Catalyst 5000 ファミリ スイッチに付属のインストレーション コンフィギュレー
ション ガイド

• Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照し

てください。

－ 『Catalyst 6000 Family FlexWAN Module Installation and Configuration Note』

－ ご使用の Catalyst 6000 ファミリ スイッチに付属のハードウェアおよびソフトウェア マ
ニュアル

• Cisco 7000 シリーズ ルータ

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照し

てください。

－ ご使用のルータに付属の『Cisco 7000 Hardware Installation and Maintenance』

－ 『Second-Generation Versatile Interface Processor (VIP2) Installation and Configuration』 

－ 『Fourth-Generation Versatile Interface Processor (VIP4) Installation and Configuration』

－ 『Versatile Interface Processor (VIP6-80) Installation and Configuration』

• Cisco 7100 シリーズ ルータ

－ ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、ご使用の Cisco 7100
シリーズ ルータに付属の『Cisco 7100 Series VPN Router Installation and Configuration Guide』
を参照してください。

－ Virtual Private Network（VPN; 仮想私設網）の設定についての詳細は、『Cisco 7100 Series VPN
Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco 7200 シリーズ ルータ

－ ポート アダプタのハードウェアとメモリ設定のガイドラインについては、『Cisco 7200 
Series Port Adapter Hardware Configuration Guidelines』を参照してください。

http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/jp
http://www-china.cisco.com
http://www-europe.cisco.com
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関連資料

－ ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンス（Cisco AS5800 Universal Access
Server に搭載のルータ シェルフとしての Cisco 7206 または Cisco 7206VXR を含む）につい
てはご使用の Cisco 7200 シリーズ ルータに付属のインストレーション コンフィギュレー
ション ガイドを参照してください。

• Cisco 7200 VXR ルータ

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、ご使用の Cisco 7200 VXR
ルータに付属の『Cisco 7200 VXR Installation and Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco uBR7200 シリーズルータ

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、ご使用の Cisco uBR7200
シリーズルータに付属のハードウェア インストレーションおよびソフトウェア コンフィギュ
レーション ガイドを参照してください。

• Cisco 7301 ルータ

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7301 Installation
and Configuration Guide』または『Cisco 7301 Router Quick Start Guide』を参照してください。

• Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7304 PCI Port
Adapter Carrier Card Installation and Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco 7401ASR ルータ

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7401ASR
Installation and Configuration Guide』または『Cisco 7401ASR Quick Start Guide』を参照してくだ
さい。

• Cisco 7500シリーズ ルータ

ハードウェアのインストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照し

てください。

－ ご使用のルータに付属の『Cisco 7500 Installation and Configuration』またはクイック スター
ト ガイド

－ 『Second-Generation Versatile Interface Processor (VIP2) Installation and Configuration』 

－ 『Fourth-Generation Versatile Interface Processor (VIP4) Installation and Configuration』

－ 『Versatile Interface Processor (VIP6-80) Installation and Configuration』

• WAN インターフェイスの国際規格への適合、安全性、規制情報については、以下の資料を参
照してください。

－ 『Site Preparation and Safety Guide』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 6000 Family Switches』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7000 Series Routers』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for Cisco 7100 Series VPN Routers』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7200 Series Routers』

－ 『Cisco uBR7200 Series Universal Broadband Router Hardware Installation Guide』の Appendix
「Regulatory Compliance and Safety Information」

－ 『Cisco 7300 Series Internet Routers Regulatory Compliance and Safety Information』

－ 『Cisco 7401ASR Regulatory Compliance and Safety Information』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7500 Series Routers』

• Cisco マニュアルの表示およびマニュアル関連情報の入手については、以下を参照してくださ
い。

－ 「マニュアルの入手方法」（p.xi）

－ 「テクニカル サポート」（p.xii）

－ 「その他の資料および情報の入手方法」（p.xiv）

－ ご使用のルータまたはスイッチに付属の『Cisco Information Packet』
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マニュアルの入手方法

シスコ製品のマニュアル、テクニカル サポート、およびその他のテクニカル リソースは、さまざ
まな方法で入手できます。ここでは、シスコ製品に関する技術情報を入手する方法について説明し

ます。

Cisco.com
WWW 上の次の URL から、シスコ製品の最新資料を入手できます。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com

http://www.cisco.com/jp

シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Documentation CD-ROM
シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、製品に付属の Cisco Documentation CD-ROM パッ
ケージでご利用いただけます。Documentation CD-ROM は定期的に更新されるので、印刷資料より
も新しい情報が得られます。この CD-ROM パッケージは、単独、年間または 3 カ月契約で入手で
きます。

Cisco.com 登録ユーザの場合、Cisco Ordering ツールから Documentation CD-ROM（Customer Order
Number DOC-CONDOCCD=）を単独で発注できます。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/ordering_place_order_ordering_tool_launch.html

また、どなたでも、オンラインの Subscription Store から毎月または 3 カ月ごとの購読契約で発注で
きます。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/marketplace

マニュアルの発注方法

マニュアルの発注方法については、次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm

シスコ製品のマニュアルは、次の方法でご発注いただけます。

• Cisco.com （Cisco Direct Customer） に登録されている場合、Networking Products MarketPlace か
らシスコ製品のマニュアルを発注できます。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/index.shtml

• Cisco.com に登録されていない場合、製品を購入された代理店へお問い合わせください。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/ordering_place_order_ordering_tool_launch.html
http://www.cisco.com/go/subscription
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm
http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/index.shtml
http://www.cisco.com/jp
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テクニカル サポート
シスコシステムズでは、技術上のあらゆる問題の支援窓口として、TAC Web サイトを含む Cisco.com
を運営しています。お客様およびパートナーは TAC Web サイトからマニュアル、トラブルシュー
ティングに関するヒント、およびコンフィギュレーション例を入手できます。Cisco.com にご登録
済みのお客様は、TAC ツール、ユーティリティなど、TAC Web サイトで提供するすべてのテクニ
カル サポート リソースをご利用いただけます。Cisco.com へのご登録については、製品を購入され
た代理店へお問い合わせください。

Cisco.com
Cisco.com は、いつでもどこからでも、シスコシステムズの情報、ネットワーキング ソリューショ
ン、サービス、プログラム、およびリソースにアクセスできる対話形式のネットワーク サービスを
提供しています。 

Cisco.com では、次の目的に役立つ機能およびサービスを豊富に用意しています。

• 業務の円滑化と生産性の向上 

• オンライン サポートによる技術上の問題の解決

• ソフトウェア パッケージのダウンロードおよびテスト

• シスコのトレーニング資料および製品の発注

• スキル査定、トレーニング、認定プログラムへのオンライン登録

次の URL から、Cisco.com に登録されると、各ユーザに合った情報やサービスが得られます。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

TAC
シスコの製品、テクノロジー、またはソリューションについて技術的な支援が必要な場合には、TAC
をご利用いただくことができます。TAC では、2 種類のサポートを提供しています。TAC Web サ
イトと TAC Escalation Center です。問題のプライオリティおよびサービス契約の内容に応じて、適
切な TAC サービスを選択してください。

TAC へのお問い合わせは、問題の緊急性に応じて分類されます。

• プライオリティ レベル 4（P4） ― シスコ製品の機能、インストレーション、基本的なコンフィ
ギュレーションについて、情報または支援が必要な場合。業務への影響がほとんどまたはまっ

たくない場合。

• プライオリティ レベル 3（P3） ― ネットワークのパフォーマンスが低下しているが、ほとんど
の業務運用が機能している場合。十分に運用できるレベルまで、通常の業務時間内にサービス

の復旧を行います。

• プライオリティ レベル 2（P2） ― ネットワークのパフォーマンスが著しく低下、またはシスコ
製品のパフォーマンス低下により業務に重大な影響がある場合。通常の業務時間内にフルタイ

ムで問題の解決にあたります。

• プライオリティ レベル 1（P1） ― ネットワークがダウンし、業務に致命的な損害が発生する場
合。24 時間体制であらゆる手段を使用して問題の解決にあたります。

TAC Web サイト

TAC Web サイトでは、オンラインで資料やツールを利用して、トラブルシューティングやシスコ
製品およびテクノロジーに関する技術上の問題の解決に役立てることができます。TAC Web サイ
トには、次の URL からアクセスしてください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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テクニカル サポート

http://www.cisco.com/tac

シスコシステムズとサービス契約を結んでいるお客様、パートナー、リセラーは、TAC Web サイ
トのすべてのテクニカル サポート リソースをご利用いただけます。Cisco TAC Web サイトの一部
のサービスには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。サービス契約が有効で、ログ
イン ID またはパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行って
ください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

Cisco.com 登録ユーザは、TAC Web サイトで技術上の問題を解決できなかった場合、次の URL か
ら TAC Case Open ツールのオンライン サービスを利用できます。

http://www.cisco.com/tac/caseopen

インターネットを利用する場合、P3 および P4 の問題については、状況を十分に説明し必要なファ
イルを添付できるよう、TAC Web サイトで Case Open ツールを利用することを推奨します。

Japan TAC Web サイト

Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト（http://www.cisco.com/tac）のドキュ
メントを日本語で提供しています。Japan TAC Web サイトには、次の URL からアクセスしてくだ
さい。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan TAC Web サイ
トのドキュメントにアクセスできます。

Japan TAC Web サイトにアクセスするには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。ロ
グイン ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行ってく
ださい。

http://www.cisco.com/jp/register/

TAC Escalation Center

TAC Web サイトでは、オンラインで資料やツールを利用して、トラブルシューティングやシスコ
製品およびテクノロジーに関する技術上の問題の解決に役立てることができます。TAC Web サイ
トには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/tac

シスコシステムズとサービス契約を結んでいるお客様、パートナー、リセラーは、TAC Web サイ
トのすべてのテクニカル サポート リソースをご利用いただけます。Cisco TAC Web サイトの一部
のサービスには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。サービス契約が有効で、ログ
イン ID またはパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行って
ください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

Cisco.com 登録ユーザは、TAC Web サイトで技術上の問題を解決できなかった場合、次の URL か
ら TAC Case Open ツールのオンライン サービスを利用できます。

http://www.cisco.com/tac/caseopen

インターネットを利用する場合、P3 および P4 の問題については、状況を十分に説明し必要なファ
イルを添付できるよう、TAC Web サイトで Case Open ツールを利用することを推奨します。

http://www.cisco.com/tac
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
http://www.cisco.com/tac/caseopen
http://www.cisco.com/tac
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
http://www.cisco.com/tac/caseopen
http://www.cisco.com/tac
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register/
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その他の資料および情報の入手方法

シスコの製品、テクノロジー、およびネットワーク ソリューションに関する情報について、さまざ
まな資料をオンラインおよび印刷物で入手できます。

• 『Cisco Product Catalog』には、シスコシステムズが提供するネットワーク製品のほか、発注方
法やカスタマー サポート サービスについての情報が記載されています。『Cisco Product
Catalog』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_catalog_links_launch.html

• Cisco Press では、ネットワーク関連の出版物を幅広く発行しています。初心者から上級者まで、
さまざまな読者向けの出版物があります。『Internetworking Terms and Acronyms Dictionary』、
『Internetworking Technology Handbook』、『Internetworking Troubleshooting Guide』、『Internetworking

Design Guide』などです。Cisco Press の最新の出版情報などについては、次の URL からアクセ
スしてください。

http://www.ciscopress.com

• 『Packet』は、ネットワーク分野の最新動向、テクノロジーの進展、およびシスコの製品やソ
リューションに関する記事を提供するシスコシステムズが発行する季刊誌で、ネットワークへ

の投資を最大限に活用するのに役立ちます。『Packet』には、ネットワークの配置やトラブル
シューティングのヒント、設定例、お客様の事例研究、認定やトレーニングに関する情報、お

よび多数の詳細なオンライン リソースへのリンクが盛り込まれています。『Packet』には、次
の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/packet

• 『iQ Magazine』は、シスコシステムズが発行する隔月刊誌で、経営幹部向けにネットワーク業
界の最新情報を提供します。『iQ Magazine』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine

• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、開発、運用を担
当するエンジニア向けに、シスコシステムズが発行する季刊誌です。『Internet Protocol Journal』
には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/about/ac123/ac147/about_cisco_the_internet_protocol_journal.html

• トレーニング ― シスコシステムズは最高水準のネットワーク関連のトレーニングを実施して
います。トレーニングの最新情報については、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/learning/le31/learning_recommended_training_list.html

http://www.cisco.com/en/US/products/products_catalog_links_launch.html
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/go/packet
http://www.cisco.com/go/iqmagazine
http://www.cisco.com/en/US/about/ac123/ac147/about_cisco_the_internet_protocol_journal.html 
http://www.cisco.com/en/US/learning/le31/learning_recommended_training_list.html
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概要

この章では、PA-T3 Port Adapter について説明します。内容は次のとおりです。

• ポート アダプタの概要（p.1-2）

• 機能（p.1-3）

• LED（p.1-4）

• ケーブルおよびコネクタ（p.1-6）

• MIB（p.1-6）

• サポート対象プラットフォームでのポート アダプタのスロット位置（p.1-7）

• インターフェイス アドレスの識別（p.1-14）
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ポート アダプタの概要
PA-T3(=) Serial Port Adapter は、Data Service Unit（DSU; データ サービス装置）機能を Cisco ルータ
に統合するシングル幅の 1 ポート モジュールです。PA-T3(=) は、Cisco 7100 シリーズ ルータ、Cisco
7200 シリーズ ルータ、Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、Cisco 7301 ルータ、Cisco 7304 ルータに搭
載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード、Cisco 7401ASR ルータ、全 Cisco 7000 シリー
ズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの Versatile Interface Processor（VIP）、Catalyst 6000 ファミリ ス
イッチの Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール、および Catalyst 5000 ファミリ スイッチの
Catalyst RSM/VIP2 に対して、高速シリアル PA-T3 インターフェイスを 1 つ提供します（図 1-1 を参
照）。

PA-2T3(=) Serial Port Adapter は、Cisco ルータに DSU 機能を統合するシングル幅の 2 ポート モジュー
ルです。PA-2T3(=) は、Cisco 7100 シリーズ ルータ、Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco uBR7200 シ
リーズ ルータ、Cisco 7301 ルータ、Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャ
リア カード、Cisco 7401ASR ルータ、全 Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの第
2 世代 VIP、Catalyst 6000 ファミリ スイッチの Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール、および
Catalyst 5000 ファミリ スイッチの Catalyst RSM/VIP2 に対して、高速シリアル PA-T3 インターフェ
イスを 2 つ提供します（図 1-2 を参照）。

シリアル ネットワーク インターフェイスは、モジュラ ポート アダプタ上にあり、ルータの高速バ
スと外部ネットワークを直接接続します。PA-T3 には、使用されているフレーミングに応じて 44 ～
45 Mbps でデータを送受信できる全二重同期シリアル PA-T3 インターフェイスが搭載されていま
す。

PA-T3は、16 ビットと 32 ビット両方の Cyclic Redundancy Check（CRC; 巡回冗長検査）をサポート
します。デフォルトの設定は 16 ビットの CRC です。32 ビットの CRC をイネーブルにするには、
コンフィギュレーション コマンドを使用します。CRC 機能については、「CRC の設定」（p.4-12）を
参照してください。

図 1-1 PA-T3 —正面図

図 1-2 PA-2T3 —正面図
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機能

PA-T3 Serial Port Adapter は、次の機能を備えています。

• 1 ポートまたは 2 ポートを T3 レート（45 Mbps）で接続可能

• 全二重同期シリアル DS3 インターフェイス

• 高速 High-Level Data Link Control（HDLC; ハイレベル データ リンク制御）データ

• 内蔵型 DSU 機能

• 16 ビットおよび 32 ビット CRC のサポート

• C ビット、M13、およびバイパス フレーミングのサポート

• ATM Data Exchange Interface（DXI）、フレーム リレー、HDLC、Switched Multimegabit Data Service
（SMDS）、PPP（ポイントツーポイント プロトコル）シリアル カプセル化のサポート

• DS3 MIB（RFC 1407）のサポート

• リモートおよびローカル ループバック サポート

• B3ZS 伝送符号

• スクランブルおよび帯域幅削減

• 活性挿抜（Online Insertion and Removal; OIR）

（注） SMDS がサポートされるのは、Subscriber Network Interface（SNI; 加入者ネットワーク インターフェ
イス）で DXI3.2 をサポートするスイッチが使用されている場合です。
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LED
PA-T3 には、ステータス LED が 1 個とシリアル T3 ポート用のアップリンク ポート ステータス LED
が 6 個（RCLK、FERF、OOF、AIS、RL、LL）あります（図 1-3 を参照）。

図 1-3 PA-T3 Serial Port Adapter の LED —正面の部分図

PA-2T3 には、ステータス LED が 1 個とシリアル T3 ポートごとにアップリンク ポート ステータス
LED が 6 個（RCLK、FERF、OOF、AIS、RL、LL）あります（図 1-4 を参照）。

図 1-4 PA-2T3 Serial Port Adapter の LED —正面の部分図

表 1-1 に PA-T3 の LED の説明を記載します。

システムの初期化が終了すると、ENABLED LED が点灯します。これは、ポート アダプタが動作可
能になったことを示しています。

PA-T3 Serial Port Adapter を動作可能にするには、次の条件を満たす必要があります。

• ポート アダプタに有効なバージョンのマイクロコードが正常にダウンロードされて組み込ま
れている。

• ポート アダプタが、VIP、Catalyst RSM/VIP2（Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ、
または Catalyst 5000 シリーズ スイッチ）、およびそのミッドプレーンに正しく接続されて、Cisco
ルータから電力が供給されている。

• バスがポート アダプタを認識している。

上記のいずれかの条件が満たされていない場合、または他の理由で正しく初期化できなかった場合

には、ENABLED LED は点灯しません。
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表 1-1 アップリンク ポート ステータス LED

LED カラー ステート 説明

ENABLED グリーン 点灯 ポート アダプタは動作可能です。

アップリンク 
ポート ステータス 　 　 　

     RCLK グリーン 点灯 受信クロックを検出しました。

     FERF イエロー 点灯 フレーマが遠端側受信障害を検出しました。

     OOF イエロー 点灯 フレーマがフレーム同期外れを検出しました。

     AIS イエロー 点灯 フレーマがアラーム通知信号を検出しました。

     RL イエロー 点灯 ポートはリモート ループバック モードです。

     LL イエロー 点灯 ポートはローカル ループバック モードです。
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ケーブルおよびコネクタ

PA-T3 Port Adapter のシリアル インターフェイス ケーブル（75 Ω 同軸ケーブル）は、ルータと T3
シリアル ネットワークの接続に使用します。シリアル ケーブルは、EIA/TIA-612 および EIA/TIA-613
の仕様に適合しています。PA-T3 は、DSX-3 レベルのインターフェイスです。PA-T3 Serial Port
Adapter のシリアル ポートは、Data Terminal Equipment（DTE; データ端末装置）デバイスとみなさ
れます。

PA-T3 Serial Port Adapter には T3 シリアル ポートが 1 つ、PA-2T3 Serial Port Adapter には T3 シリア
ル ポートが 2 つあります。各 T3 シリアル ポートにはコネクタが 2 つ（受信用と送信用）ありま
す。このポートには、シスコの 75 Ω 同軸ケーブルを接続します。PA-T3 Serial Port Adapter に利用
できるのは、シスコ製 75 Ω 同軸ケーブル（シスコ製品番号： CAB-ATM-DS3/E3[=]）のみです。他
社製品は使用できません。

Cisco PA-T3 75 Ω 同軸ケーブル（図 1-5 を参照）は、10 フィート（3.05 m）の長さのもの 1 種類の
みです。回線ビルドアウトは、最大 450 フィートの 734A 相当、または最大 225 フィートの 728A 相
当として設定できます。

図 1-5 PA-T3 Serial Port Adapter のケーブル

MIB
Management Information Base（MIB）アトリビュートは、SNMP を使用することにより、ILMI 上で
読み書き可能です。

1 ポートの PA-T3 Serial Port Adapter は、MIB-II（RFC 1213）および DS3 インターフェイス MIB
（RFC 1407）をサポートします。

2 ポートの PA-2T3 Serial Port Adapter は、MIB-II（RFC 1213）および DS3 インターフェイス MIB
（RFC 1407）をサポートします。

75  

BNC BNC H
33

99
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サポート対象プラットフォームでのポート アダプタのスロット位置
ここでは、サポート対象プラットフォームでのポート アダプタのスロット位置について説明しま
す。各プラットフォームのスロット位置のルールを図で示します。

• Catalyst RSM/VIP2 のスロット番号（p.1-7）

• Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュールのスロット番号（p.1-8）

• Cisco 7100 シリーズ ルータのスロット番号（p.1-9）

• Cisco 7200 シーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータのスロット番号（p.1-9）

• Cisco 7301 ルータのスロット番号（p.1-11）

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのスロット番号（p.1-11）

• Cisco 7401ASR ルータのスロット番号（p.1-12）

• VIP のスロット番号（p.1-13）

Catalyst RSM/VIP2 のスロット番号
Catalyst RSM/VIP2 は、一番上のスロット（スーパーバイザ エンジン モジュールを搭載）を除く任
意のスロットに搭載できます。Catalyst 5000 ファミリ スイッチに搭載された Catalyst RSM/VIP2 は、
インターフェイス プロセッサ スロット番号を使用しません。したがって、図 1-6 のスロットには番
号は記載されていません。PA-T3 は、Catalyst RSM/VIP2 のポート アダプタ スロット 0 とスロット
1 のどちらにも搭載できます。図 1-6 は、2 つのポート アダプタを搭載した Catalyst RSM/VIP2 です。

（注） Catalyst 5500 スイッチには、13 のスロットがあります。スロット 1 は、スーパーバイザ エンジン
モジュール専用です。冗長スーパーバイザ エンジン モジュールを使用する場合は、スロット 2 に
取り付けます。使用しない場合、スロット 2 は他のモジュールに使用できます。スロット 13 は、
ATM Switch Processor（ASP; ATM スイッチ プロセッサ）モジュール専用のスロットです。
Catalyst RSM/VIP2 のスロットに関するその他の制約については、『Catalyst 5000 Series Route Switch
Module Installation and Configuration Note』を参照してください。

図 1-6 Catalyst RSM/VIP2 にポート アダプタを搭載した Catalyst 5000 ファミリ スイッチ
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Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュールのスロット番号
Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュールは、スロット 1 以外のどのスロットにも装着できます。
スロット 1 は スーパーバイザ エンジン専用です。PA-T3 は、FlexWAN モジュールのポート アダプ
タのベイ 0 またはベイ 1 のどちらにも搭載できます。図 1-7 は、2 つのブランク ポート アダプタを
搭載した FlexWAN モジュールです。

（注） スロット 1 は、スーパーバイザ エンジン専用です。冗長スーパーバイザ エンジンを使用する場合
は、スロット 2 に取り付けます。使用しない場合、スロット 2 は他のモジュールに使用できます。

図 1-7 FlexWAN モジュールにブランク ポート アダプタを搭載した Catalyst 6000 ファミリ スイッ
チ
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Cisco 7100 シリーズ ルータのスロット番号
PA-T3 は、Cisco 7120 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット 3、および Cisco 7140 シリーズ
ルータのポート アダプタ スロット 4 に搭載できます。図 1-8 に、スロット 3 にポート アダプタを
搭載した Cisco 7120 を示します。図 1-9 に、スロット 4 にポート アダプタを搭載した Cisco 7140 を
示します。

図 1-8 Cisco 7100 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット— Cisco 7120 シリーズ

図 1-9 Cisco 7100 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット— Cisco 7140 シリーズ

Cisco 7200 シーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータのスロット番号
図 1-10 に、ポート アダプタ搭載の Cisco 7206 を示します。Cisco 7206（Cisco AS5800 Universal Access
Server のルータ シェルフとしての Cisco 7206 および Cisco 7206VXR を含む）では、左下の位置が
ポート アダプタ スロット 1、右上の位置がポート アダプタ スロット 6 です（ここでは Cisco 7202
および Cisco 7204 は示していませんが、空いている任意のポート アダプタ スロットに PA-T3 を搭
載できます）。

図 1-11 に、Cisco uBR7246 および Cisco uBR7246VXR ルータに搭載されたポート アダプタのスロッ
ト番号を示します。ポート アダプタのスロット番号は、Cisco uBR7246 および Cisco uBR7246VXR
ルータではスロット 1 および 2、Cisco uBR7223 ルータではスロット 1 です（スロット 0 は、I/O コ
ントローラ［使用する場合］のファスト イーサネット ポート専用です）。
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図 1-10 Cisco 7206 のポート アダプタ スロット

図 1-11 Cisco uBR7246 および Cisco uBR7246VXR のポート アダプタ スロット
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Cisco 7301 ルータのスロット番号
Cisco 7301 ルータのポート アダプタ スロットは 1 つです。図 1-12 を参照してください。

図 1-12 Cisco 7301 ルータのポート アダプタ スロット

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのスロット番号
Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードには、シングル幅のポート アダプタを 1 つ取り付
けられます。図 1-13 に、ポート アダプタを搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カー
ドを示します。

図 1-13 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード—ポート アダプタ搭載

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードは、Cisco 7304 ルータのモジュールスロット 2 ～ 5
に搭載できます。モジュールのスロット 番号については図 1-14 を参照してください。
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図 1-14 Cisco 7304 ルータのモジュール スロット

Cisco 7401ASR ルータのスロット番号
図 1-15 に、ポート アダプタを搭載した Cisco 7401ASR ルータの前面図を示します。Cisco 7401ASR
ルータには、ポート アダプタ スロットは１つしかありません。

図 1-15 ポート アダプタが搭載された Cisco 7401ASR ルータ
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VIP のスロット番号
図 1-16 に、ポート アダプタを搭載した VIP のマザーボードの一部を示します。マザーボードの向
きを図 1-16 と同様にすると、左側のポート アダプタはポート アダプタ スロット 0 にあり、右側の
ポート アダプタはポート アダプタ スロット 1 にあります（スロット番号は Catalyst RSM/VIP2 と同
じです）。スロット番号は常に 0 および 1 です。

図 1-16 2 つのポート アダプタを搭載した VIP マザーボード—水平方向

（注） Cisco 7000、Cisco 7507、および Cisco 7513 のシャーシでは、VIP のマザーボードを垂直方向に搭載
します。Cisco 7010 および Cisco 7505 のシャーシでは、VIP のマザーボードを水平方向に搭載しま
す。

インターフェイス プロセッサ スロットの番号は、図 1-17 のとおりです。

図 1-17 インターフェイスのスロット番号— Cisco 7505
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インターフェイス アドレスの識別
ここでは、サポート対象プラットフォームで PA-T3 のインターフェイス アドレスを識別する方法
について説明します。インターフェイス アドレスは、ルータまたはスイッチ上の各インターフェイ
スの物理位置を表します。

ルータに搭載された PA-T3 のインターフェイスは、他のポート アダプタの取り付けまたは取り外
しに関係なく、常に同じアドレスを維持します。ただし、ポート アダプタを別のスロットに移した
場合は、インターフェイス アドレスの最初の数値が新しいポート アダプタ スロット番号に変わり
ます。

VIP に搭載された PA-T3 のインターフェイスは、他のインターフェイス プロセッサの取り付けまた
は取り外しに関係なく、常に同じアドレスを維持します。ただし、VIP を別のスロットに移した場
合は、インターフェイス プロセッサのスロット番号が新しいインターフェイス プロセッサ スロッ
ト番号に変わります。

（注） インターフェイス ポートは、0 から始まり左から右に向かって番号が付けられています。

表 1-2 に、インターフェイス アドレスの識別方法を示します。

表 1-2 インターフェイス アドレスの識別

プラットフォーム
インターフェイス アドレスの
フォーマット 番号 構文

Catalyst 5000 ファミリ 
スイッチに搭載の 
Catalyst RSM/VIP2

ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 0 または
1

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

0/1

Catalyst 6000 ファミリ 
スイッチに搭載の 
Catalyst 6000 ファミリ 
FlexWAN モジュール

モジュール スロット番号 /
ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート番号

モジュール スロット番号 ― 12 ～ 6 または
9（スイッチ内のスロット数による）

ポート アダプタ ベイ ― 常に 0 または 1

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

3/0/0

Cisco 7120 シリーズ ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 3 

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

3/1

Cisco 7140 シリーズ ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 4

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

4/0

Cisco 7200 シリーズ ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 0 ～ 6（ルー
タのスロット数による）2

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

1/0

Cisco uBR7223 ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 12

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

1/0
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Catalyst RSM/VIP2 のインターフェイス アドレス 
ここでは、Catalyst 5000 ファミリ スイッチに搭載した Catalyst RSM/VIP2 上の PA-T3 のインターフェ
イス アドレスの識別方法について説明します。インターフェイス アドレスは 2 つの番号からなり、
フォーマットは、ポート アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。

インターフェイス アドレスのフォーマットについては、表 1-2 を参照してください。

Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュールのインターフェイス アドレス
ここでは、Catalyst 6000 ファミリ スイッチの Catalyst FlexWAN モジュールに搭載した、PA-T3 のイ
ンターフェイス アドレスを識別する方法について説明します。インターフェイス アドレスは 3 つ
の番号からなり、フォーマットは、モジュール番号 /ポート アダプタ ベイ番号 /インターフェイス
ポート番号です。

インターフェイス アドレスのフォーマットについては、表 1-2 を参照してください。

Cisco uBR7246 および 
Cisco uBR7246VXR ルータ

ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 1 または
22

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

1/2

Cisco 7301 ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 1

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

1/0

Cisco 7304 ルータに搭載の
Cisco 7304 PCI ポート アダプ
タ キャリア カード

ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― ルータのモ
ジュール スロット 2 ～ 5

インターフェイス ポート ― 常に 0（1 ポー
トの PA-T3[=]）または 0 ～ 1（2 ポートの
PA-2T3[=]）

3/0

Cisco 7401ASR ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 1

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

1/0

Cisco 7000 シリーズまたは
Cisco 7500 シリーズ ルータ
に搭載の VIP

インターフェイス プロセッサ 
スロット番号 /
ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

インターフェイス プロセッサ スロット ―
0 ～ 12（ルータのスロット数による）

ポート アダプタ スロット ― 常に 0 または
1

インターフェイス ポート ― 0（PA-T3[=]）
または 0 ～ 1（PA-2T3[=]）

3/1/0

1. スロット 1 は、スーパーバイザ エンジン専用です。冗長スーパーバイザ エンジンを使用する場合は、スロット 2 に取り付けます。使用し
ない場合、スロット 2 は他のモジュールに使用できます。

2. ポート アダプタのスロット 0 は、I/O コントローラ（使用する場合）のファスト イーサネット ポート専用です。

表 1-2 インターフェイス アドレスの識別（続き）

プラットフォーム
インターフェイス アドレスの
フォーマット 番号 構文
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 FlexWAN モジュールがスロット 3 に搭載されている場合、PA-T3のインターフェイス アドレスは
3/0/0 または 3/0/1（モジュール スロット 3、ポート アダプタ ベイ 0、インターフェイス 0 および 1）
です。ポート アダプタが FlexWAN モジュールのポート アダプタ ベイ 1 に搭載されている場合は、
この同じインターフェイス アドレスの番号は 3/1/0 または 3/1/1 です。

（注） モジュール スロット 3 から PA-T3搭載の FlexWAN モジュールを取り外してモジュール スロット
6 に搭載すると、インターフェイス アドレスは 6/0/0 または 6/0/1 になります。

（注） FlexWAN モジュールの物理ポート アドレスはスロット 0 から始まります。これは、スロット 1 か
ら始まる従来の Catalyst 6000 ファミリのポート アドレスとは異なっています。

Cisco 7100 シリーズ ルータのインターフェイス アドレス
ここでは、Cisco 7100 シリーズ ルータに搭載した PA-T3 のインターフェイス アドレスの識別方法
について説明します。インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、フォーマットは、ポー
ト アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。インターフェイス アドレスのフォー
マットについては、表 1-2 を参照してください。

Cisco 7200 シーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータのインターフェイス アドレス
ここでは、Cisco 7200シリーズ ルータまたは Cisco uBR7200 シリーズ ルータに搭載した PA-T3 のイ
ンターフェイス アドレスの識別方法について説明します。インターフェイス アドレスは、2 つの番
号からなり、フォーマットは、ポート アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。
インターフェイス アドレスのフォーマットについては、表 1-2 を参照してください。

Cisco 7200 シリーズ ルータでは、ポート アダプタ スロットは左下から右上に向かって、順に番号
が付けられています。ポート アダプタ スロット 1 から始まり、Cisco 7202 の場合は、ポート アダ
プタ スロット 2 まで続きます。Cisco 7204 および Cisco 7204VXR の場合はスロット 4、Cisco 7206
および Cisco 7206VXR の場合はスロット 6 までです（ポート アダプタ スロット 0 は、I/O コント
ローラ [使用する場合 ] のオプションであるファスト イーサネット ポート専用です）。

ポート アダプタ スロット 1 に搭載した PA-T3 のインターフェイスの場合、インターフェイス アド
レスは 1/0 です。ポート アダプタ スロット 1 に搭載した PA-2T3 のインターフェイスの場合、イン
ターフェイス アドレスは 1/0 および 1/1 です。

Cisco uBR7200 シリーズ ルータの場合、ポート アダプタ スロットの番号は、Cisco uBR7246および
Cisco uBR7246VXR ではスロット 1 および 2、Cisco uBR7223ではスロット 1 です（スロット 0 は、
I/O コントローラ［使用する場合］のファスト イーサネット ポート専用です）。個々のインターフェ
イスは常に 0 から始まります。追加されるインターフェイスの番号は、ポート アダプタ上のイン
ターフェイス ポート数によって決まります。

Cisco 7301 ルータのインターフェイス アドレス
ここでは、Cisco 7301 ルータに搭載した PA-T3 に使用されるインターフェイス アドレスの識別方法
について説明します。Cisco 7301 ルータでは、PA-T3 に使用するポート アダプタ スロットは、ス
ロット 1 です（図 1-12 を参照）。インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、フォーマッ
トは、ポート アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。インターフェイス アド
レスのフォーマットについては、表 1-2 を参照してください。
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Cisco7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのインターフェイス アドレス
ここでは、Cisco 7304 ルータに搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードの PA-T3
および PA-2T3 に使用されるインターフェイス アドレスの識別方法について説明します。インター
フェイス アドレスは、2 つの番号からなり、フォーマットは、ポート アダプタ スロット番号 /イン
ターフェイス ポート番号です。

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードは、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 2 ～ 5
に搭載できます（図 1-14 を参照してください）。ポート アダプタのスロット番号は、Cisco 7304 ルー
タのモジュール スロット番号です。たとえば、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードが
Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 3 に取り付けられている場合に、PA-T3 のポート 0 のイン
ターフェイス アドレス番号は 3/0 となります。

Cisco 7401ASR ルータのインターフェイス アドレス
ここでは、Cisco 7401 ASR ルータに搭載した PA-T3 に使用されるインターフェイス アドレスの識
別方法について説明します。Cisco 7401ASR ルータでは、PA-T3 に使用するポート アダプタ スロッ
トは、スロット 1 です（図 1-15 を参照）。インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、
フォーマットは、ポート アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。インターフェ
イス アドレスのフォーマットについては、表 1-2 を参照してください。

VIP のインターフェイス アドレス
ここでは、Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP 上の PA-T3 に使
用されるインターフェイス アドレスの識別方法について説明します。

（注） プロセッサ スロットは、7 スロットの Cisco 7000、Cisco 7507、13 スロットの Cisco 7513、Cisco
7576 では垂直方向ですが、5 スロットの Cisco 7010および Cisco 7505では水平方向です。スロット
およびポート番号の付け方は、すべての Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータで
共通です。

インターフェイス アドレスのフォーマットについては、表 1-2 を参照してください。インターフェ
イス アドレスは 3 つの番号からなり、フォーマットは、インターフェイス プロセッサ スロット 番
号 /ポート アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。

VIP をインターフェイス プロセッサ スロット 3 に搭載している場合、PA-2T3 のインターフェイス
アドレスは 3/1/0 ～ 3/1/2（インターフェイス プロセッサ スロット 3、ポート アダプタ スロット 1、
インターフェイス 0 ～ 2）です。VIP のポート アダプタ スロット 0 にポート アダプタを搭載した場
合には、同じインターフェイスが 3/0/0 ～ 3/0/2 というアドレスになります。

（注） インターフェイス プロセッサ スロット 3 から PA-2T3 搭載の VIP（図 1-17）を取り外し、インター
フェイス プロセッサ スロット 2 に取り付けた場合、インターフェイス アドレスは 2/1/0 ～ 2/1/2 に
なります。



第 1章      概要
インターフェイス アドレスの識別

1-18
PA-T3 Port Adpater インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3504-03-J



C H A P T E R

2-1
PA-T3 Port Adpater インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3504-03-J

2

インストレーションの準備

この章では、PA-T3 Port Adapter のインストレーションに必要な機器、安全上の注意事項、および設
置場所の要件について説明します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 必要な工具および機器（p.2-1）

• ソフトウェアおよびハードウェアの要件（p.2-2）

• PA-T3 Serial Port Adapter DSU のインターオペラビリティに関する注意事項（p.2-5）

• 75 Ω 直列同軸減衰器（p.2-5）

• ハードウェアとソフトウェアの互換性の確認（p.2-5）

• 安全に関する注意事項（p.2-6）

必要な工具および機器

ポート アダプタを取り付けるには、次の工具と部品が必要です。追加の機器が必要な場合には、製
品を購入された代理店に発注方法をお問い合わせください。

• PA-T3(=) Port Adapter または PA-2T3(=) Port Adapter

• Catalyst RSM/VIP2（Catalyst 5000 ファミリ スイッチに搭載する場合）

• Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール（Catalyst 6000 ファミリ スイッチに搭載する場合）

• VIP（Cisco 7000 シリーズまたは Cisco 7500 シリーズのシャーシに搭載する場合）

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード（Cisco 7304 ルータに搭載する場合）

• ポート アダプタ固有のケーブル（1 本または複数）

• No. 1 プラス ドライバおよび 3/16 インチ マイナス ドライバ（VIP に搭載する場合）

• No. 2 プラス ドライバ

• すべてのアップグレード キット、Field-Replaceable Unit（FRU）、およびスペアに付属の使い捨
て静電気防止用リスト ストラップ、または任意の静電気（ESD）防止用器具

• 静電気防止用マット

• 静電気防止用コンテナ

• 減衰器キット（オプション）
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ソフトウェアおよびハードウェアの要件

表 2-1 に、サポート対象ルータまたはスイッチ プラットフォーム上で PA-T3 を使用する場合に最低
限必要な Cisco IOS ソフトウェア リリースを示します。

表 2-1 PA-T3 のソフトウェア要件

プラットフォーム 推奨する最低限の Cisco IOS リリース

Cisco 7000 および 
Cisco 7500 シリーズ

PA-T3 PA-2T3

Cisco IOS Release 11.1(13)CA 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CA リリース

Cisco IOS Release 11.1(14)CA 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CA リリース

Cisco IOS Release 11.1(16)CA 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CA リリース

Cisco IOS Release 11.1(16)CA 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CA リリース

Cisco IOS Release 12.0(10)S 以降の Cisco IOS 
Release 12.0 S リリース

Cisco IOS Release 12.0(10)S 以降の Cisco IOS 
Release 12.0 S リリース

Cisco 7200 シリーズ

• Cisco 7204VXR および 
Cisco 7206VXR

Cisco IOS Release 12.0(2)XE2 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 XE リリース
Cisco IOS Release 12.0(3)T 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 T リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 B リリース

Cisco IOS Release 12.0(2)XE2 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 XE リリース
Cisco IOS Release 12.0(3)T 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 T リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS 
Release 12.2 B リリース

• Cisco 7204 および 
Cisco 7206

Cisco IOS Release 11.1(16)CA 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CA リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 B リリース

Cisco IOS Release 11.1(16)CA 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CA リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS 
Release 12.2 B リリース

• Cisco 7202 Cisco IOS Release 11.1(19)CC1 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CC リリース
Cisco IOS Release 11.3(4)AA 以降の 
Cisco IOS Release 11.3 AA リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 B リリース

Cisco IOS Release 11.1(19)CC1 以降の 
Cisco IOS Release 11.1 CC リリース
Cisco IOS Release 11.3(4)AA 以降の 
Cisco IOS Release 11.3 AA リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS 
Release 12.2 B リリース

Cisco uBR7200 シリーズ

• Cisco uBR7246 および 
Cisco uBR7223

Cisco IOS Release 12.0(2)XA 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 XA リリース

Cisco IOS Release 12.0(2)XA 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 XA リリース

Cisco 7301 ルータ

Cisco IOS Release 12.2(11)YZ 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 YZ リリース

Cisco IOS Release 12.2(11)YZ 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 YZ リリース

Cisco 7304 ルータ

• Cisco 7304 PCI ポート ア
ダプタ キャリア カード
搭載

Cisco IOS Release 12.2(14)SZ 以降の 
Cisco IOS Release 12.2SZ リリース

Cisco IOS Release 12.2(14)SZ 以降の 
Cisco IOS Release 12.2SZ リリース

Cisco 7401ASR ルータ

Cisco IOS Release 12.2(1)DX 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 DX リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 B リリース

Cisco IOS Release 12.2(1)DX 以降の 
Cisco IOS Release 12.2 DX リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS 
Release 12.2 B リリース
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注意 VIP を使用するには、ホストの Cisco 7000 シリーズ ルータに RSP7000 および RSP7000CI を搭載す
る必要があります。ホストの Cisco シリーズ ルータに Route Processor（RP; ルート プロセッサ）、
Switch Processor（SP; スイッチ プロセッサ）、または Silicon Switch Processor（SSP; シリコン スイッ
チ プロセッサ）が搭載されている場合、VIP は正常に動作しません。

PA-T3 Serial Port Adapter は、高帯域幅ポート アダプタとされているので、最低でも VIP2-15 または
Catalyst RSM/VIP2 のマザーボード（1 MB の SRAM および 8 MB の DRAM）に PA-T3 Serial Port
Adapter を搭載することを推奨します。VIP2-10（512 KB の SRAM および 8 MB の DRAM）に PA-T3
Serial Port Adapter を搭載することは推奨できません。

（注） VIP、Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール、および Cisco 7304 PCI ポー
ト アダプタ キャリア カードは、活性挿抜（OIR; Online Insertion and Removal）に対応しています
が、個々のポート アダプタは、活性挿抜に対応していません。Cisco 7000 シリーズ、Cisco 7500 シ
リーズ ルータ、Catalyst 5000 ファミリ スイッチ、Catalyst 6000 ファミリ スイッチ、および 7304 ルー
タのポート アダプタを交換する場合は、先にシャーシから VIP、Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000
ファミリ FlexWAN モジュール、または Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外
し、そのあとで必要に応じてポート アダプタを交換します。Cisco 7100 シリーズ、Cisco 7200 シ
リーズ、Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、および Cisco 7401ASR ルータに搭載されたポート アダプ
タは、活性挿抜が可能です。ポート アダプタにはハンドルがありますが、ポート アダプタ前面プ
レートの細部を示すために、このマニュアルの図ではハンドルを省略しています。

Cisco 7000 シリーズ、Cisco 7100 シリーズ、Cisco 7500 シリーズ、Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、
Cisco 7301 ルータ、Cisco 7401ASR ルータ、および Catalyst 5000 シリーズ スイッチの場合、スロッ
ト位置または順序に関する制限はありません。ただし、Cisco 7200 シリーズ ルータの場合は、高帯
域幅ポート アダプタに関して従う必要のある構成上の注意事項があります。

Catalyst 5000 シリーズ ス
イッチ

Catalyst RSM/VIP2-15(=) 
または 
Catalyst RSM/VIP2-40(=) を
搭載

Cisco IOS Release 12.0(4)T 以降の 
Cisco IOS Release 12.0 T リリース

Cisco IOS Release 12.0(4)T 以降の Cisco IOS 
Release 12.0 T リリース

Catalyst 6000 ファミリ 
FlexWAN モジュール搭載の 
Catalyst 6000 ファミリ 
スイッチ

• Catalyst 6000 ファミリ 
MSFC1

Cisco IOS Release 12.1(1)E 以降 Cisco IOS Release 12.1(1)E 以降

• スーパーバイザ エンジ
ン ソフトウェア

Catalyst 6000 ファミリ スーパーバイザ エン
ジン ソフトウェア リリース 5.4(1)CSX 以降

Catalyst 6000 ファミリ スーパーバイザ エン
ジン ソフトウェア リリース 5.4(1)CSX 以降

1. MSFC = マルチレイヤ スイッチ フィーチャ カード

表 2-1 PA-T3 のソフトウェア要件（続き）

プラットフォーム 推奨する最低限の Cisco IOS リリース
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Cisco 7200 シリーズのハードウェア構成およびメモリ構成に関する具体的な情報については、
『Cisco 7200 Series Port Adapter Hardware Configuration Guidelines』を参照してください。このマニュ
アルは Cisco 7200 シリーズのシャーシに付属していますが、Cisco Connection Documentation の
Enterprise シリーズ CD-ROM にも収録されています。

ご使用の Cisco 7000 シリーズ、Cisco 7100 シリーズ、Cisco 7500 シリーズ、Cisco 7200 シリーズ、
Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、Cisco 7301 ルータ、Cisco 7401ASR ルータ、または Catalyst RSM/VIP2
と、PA-T3 Serial Port Adapter の互換性を調べるには、show version コマンドを使用して、ルータの
現在のハードウェア構成および現在ロードされて稼働しているシステム ソフトウェア バージョン
を表示します。デフォルトの ROM イメージのバージョンを調べるには、ボードを取り外して ROM
ラベルを確認するか、または ROM から起動するようにインターフェイスまたはシステム ソフト
ウェアを設定して、システムを再起動し、show version コマンドを使用して実行中のバージョンを
確認します。

show version コマンドを使用すると、現在のシステム ソフトウェア バージョンが表示されます。次
の例の場合、実行中のシステム ソフトウェアは Release 11.1(16)CA です。

Router> show version
Cisco Internetwork Operating System Software 
IOS (tm) GS Software, Version 11.1(16)CA
Synced to mainline version: 11.1(10.5)
Copyright (c) 1986-1997 by cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 22-May-97 14:32

システムに必要なシステム ソフトウェアまたはマイクロコードが不足している場合は、アップグ
レードについて、購入された代理店にお問い合わせください。

Cisco 7200 シリーズにポート アダプタを搭載する場合のコンフィギュレーション ガイドラインに
ついては、『Cisco 7200 Series Port Adapter Hardware Configuration Guidelines』を参照してください。
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PA-T3 Serial Port Adapter DSU のインターオペラビリティに関する注
意事項

PA-T3 Serial Port Adapter は、数種類の内蔵 DSU をサポートします。表 2-2 に、PA-T3 Serial Port
Adapter DSU の機能の互換性を示します。

75 Ω 直列同軸減衰器
ポート アダプタに Line Code Violation（LCV; 回線符号違反）が発生する場合は、75 Ω 直列同軸減
衰器を使用して、PA-T3 と遠端装置の間の信号を調整する必要があります。LCV は、遠端装置の信
号によって PA-T3 のフロントエンド レシーバが受信飽和状態になると発生します。

シスコが提供している減衰器キット（ATTEN-KIT-PA=）には、3 ～ 20 dB の範囲の固定値を持つ 5
種類の減衰器が入っています。減衰器キットについての詳細は、次の Web サイトを参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/core/7206/fru/12884att.htm

ハードウェアとソフトウェアの互換性の確認

Cisco.com で提供されている Software Advisor ツールを使用すると、ご使用のルータに搭載されてい
るハードウェアを使用するために最低限必要な Cisco IOS ソフトウェアを確認できます。このツー
ルでは、システム内のモジュール間の適合性を調べることはできませんが、各ハードウェア モ
ジュールまたはコンポーネントの最低限の IOS 要件を提供します。

（注） このツールにアクセスできるのは、Cisco.com のログイン アカウントを持つユーザだけです。

Software Advisor にアクセスするには、Cisco.com で Login をクリックし、Technical Support Help ―
Cisco TAC: Tool Index: Software Advisor に進みます。ブラウザで直接、次の URLを指定する方法
でも、このツールにアクセスできます。http://www.cisco.com/cgi-bin/support/CompNav/Index.pl

ご使用のハードウェアに必要な最低限のソフトウェア リリースを調べるには、製品ファミリを選択
するか、特定の製品番号を入力します。

表 2-2 PA-T3 Serial Port Adapter DSU の機能の互換性

DSU
フルレート 
サポート

スクランブル 
サポート

サブレート 
サポート MDL1サポート

1. MDL=Maintenance Digital Link（メンテナンス デジタル リンク）

DL3100 Yes Yes Yes No

Kentrox Yes Yes2

2. PA-T3 Serial Port Adapter は、スクランブルまたは Kentrox サブレートのどちらか一方をサポートします。同時に
両方はサポートしません。

Yes2 No

Larscom Yes Yes Yes No

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/core/7206/fru/12884att.htm
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安全に関する注意事項

電源または電話配線に接続する機器を取り扱う際は、安全のために次のガイドラインに従ってくだ

さい。

安全上の警告

誤って行うと危害が生じる可能性がある操作については、安全上の警告が記載されています。各警

告文に、警告を表す記号が記されています。

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作

業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。

注：これらの注意事項を保存しておいてください。

注：このマニュアルは、製品に付属のインストレーション ガイドと併せて利用してください。詳
細については、インストレーション ガイド、コンフィギュレーション ガイド、またはその他の添
付資料を参照してください。

電気機器を扱う際の注意事項

電気機器を取り扱う際には、次の基本的な注意事項に従ってください。

• シャーシ内部の作業を行う前に、室内の緊急電源遮断スイッチがどこにあるかを確認しておき

ます。

• シャーシの取り外しを行う前に、すべての電源コードおよび外付けケーブルを外してくださ

い。危険を伴う作業は一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されていると思い込まず、必ず確認してください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。また、床が濡れて

いないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがないかどうか、作業

場所の安全を十分に確認してください。

電話回線を扱う際の注意事項

電話回線または他のネットワーク配線に接続する機器を取り扱う際は、次のガイドラインに従って

ください。

• 雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

• 防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

• 電話回線がネットワーク インターフェイスから切り離されている場合以外、絶縁されていない
電話ケーブルや端子には、触れないでください。

• 電話回線の設置または変更は、十分注意して行ってください。
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静電破壊の防止

ESD により、装置や電子回路が損傷を受けることがあります（静電破壊）。静電破壊は電子部品の
取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害をもたらします。ポート アダプタおよ
びプロセッサ モジュールの金属フレーム内にはプリント基板が組み込まれています。EMI（電磁波
干渉）シールドおよびコネクタは、フレームを構成する部品です。基板は金属フレームによって

ESD から保護されていますが、ポート アダプタおよびプロセッサ モジュールを取り扱う際は、必
ず静電気防止用リスト ストラップを着用してください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

• 静電気防止用リスト /アンクル ストラップを肌に密着させて着用してください。

• シャーシ フレームの塗装されていない面にストラップのクリップを取り付けてください。

• コンポーネントを取り付けるときは、任意のイジェクト レバーまたは非脱落型ネジを使用し
て、バス コネクタをバックプレーンまたはミッドプレーンに適切に固定してください。イジェ
クト レバーや非脱落型ネジは、ボードの脱落を防ぐだけでなく、システムに適切なアースを提
供し、バス コネクタを確実に固定させるために必要です。

• コンポーネントを取り外すときは、任意のイジェクト レバーまたは非脱落型ネジを使用して、
バックプレーンまたはミッドプレーンからバス コネクタを取り外してください。

• フレームを取り扱うときは、ハンドルまたは端の部分だけを持ち、プリント基板またはコネク

タには触れないでください。

• 取り外したコンポーネントは基板側を上にして、静電気防止用シートに置くか、静電気防止用

コンテナに保管します。コンポーネントを返却する場合には、取り外したボードをすぐに静電

気防止用袋に入れてください。

• プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リスト ストラップは身体の静電気
からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気が静電破壊の原因になることがありま

す。

• 金属フレームからプリント基板を取り外さないでください。

注意 安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1 ～
10 MΩ でなければなりません。
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3

ポート アダプタの取り外しおよび取り
付け

この章では、PA-T3 Port Adapter をサポート対象プラットフォームから取り外す手順について、ま
た、新規または交換用ポート アダプタを取り付ける手順について説明します。この章で説明する内
容は、次のとおりです。

• ポート アダプタの取り扱い（p.3-2）

• 活性挿抜（p.3-3）

• 警告および注意事項（p.3-5）

• ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-6）

各ポート アダプタの基板は、金属フレームに取り付けられており、静電気破壊を受けやすくなって
います。

（注） ポート アダプタ スロットを使用しない場合、ルータまたはスイッチを EMI 防止基準に適合させ、
ポート アダプタ周辺のエアフローが適切になるように、空スロットにブランク ポート アダプタを
取り付けておく必要があります。したがって、未使用スロットに新しいポート アダプタを取り付
ける場合は、最初にブランク ポート アダプタを取り外す必要があります。

注意 ルータの電源をオフにした場合、電源の再投入は最低 30 秒待ってから行ってください。
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ポート アダプタの取り扱い

注意 ポート アダプタを取り扱う際は、常にフレームの端およびハンドル部分だけを持ってください。
ポート アダプタのコンポーネントまたはコネクタ ピンには絶対に触れないでください（図 3-1 を
参照）。

図 3-1 ポート アダプタの取り扱い

H
64

20
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活性挿抜

一部のプラットフォームでは、ポート アダプタの 活性挿抜（Online Insertion and Removal; OIR）が
可能です。したがって、Cisco 7100 シリーズ ルータ、Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco uBR7200
シリーズ ルータ、Cisco 7301 ルータ、または Cisco 7401ASR ルータでは、ルータの電源を切らずに
PA-T3 の取り外しおよび取り付けを行うことができます。

Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール、VIP、および Cisco 7304 PCI ポー
ト アダプタ キャリア カードは、活性挿抜に対応していますが、個々のポート アダプタは、活性挿
抜に対応していません。ポート アダプタを交換する場合は、先にルータから VIP、Catalyst
RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール、または Cisco 7304 PCI ポート アダプタ
キャリア カードを取り外し、そのあとで必要に応じてポート アダプタの取り付けまたは取り外し
を行ってください。新しいポート アダプタを取り付ける Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリ
FlexWAN モジュール、VIP、または Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードにブランク ポー
ト アダプタが取り付けられている場合は、先にルータから Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミ
リ FlexWAN モジュール、VIP、または Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外し、
そのあとでブランク ポート アダプタを取り外してください。

注意 トラブルを防止するために、システムの稼働中に Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000ファミリ 
FlexWAN モジュール、VIP、または Cisco 7304 ポート アダプタ キャリア カードからポート アダプ
タを取り外したり、他のポート アダプタを取り付けたりしないでください。ポート アダプタを取
り付けるまたは交換する場合は、先にルータから Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリ
FlexWAN モジュール、VIP、または Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外して
ください。

アクティブなトラフィックが流れているポート アダプタを取り外す前に、システムを適切にシャッ
トダウンするのが賢明です。ポートにトラフィックが流れている最中にモジュールを取り外すと、

システムに不具合が生じる場合があります。モジュールを取り付けると、ポートは元に戻ります。

（注） ルータまたはスイッチからモジュールを取り外すと、活性挿抜機能により、取り外したモジュール

のすべてのアクティブ インターフェイスが管理上のシャットダウンに切り替えられます。

活性挿抜では、ルータの稼働中にモジュールの取り付けや交換を行うことが可能です。モジュール

を取り外す際にトラフィックを流すことはできませんが、ソフトウェアへの通知またはシステム電

源のシャットダウンを行う必要はありません。活性挿抜はネットワーク上のエンド ユーザにとって
シームレスであり、ルーティング情報およびセッションはすべて維持されます。

次に、活性挿抜に関する一般的な機能を説明します。サポート対象のプラットフォームでモジュー

ルの取り付けおよび交換を行う手順については、「ポート アダプタの取り外しおよび取り付け」
（p.3-6）を参照してください。

各モジュールにはバス コネクタがあり、モジュールとルータを接続します。コネクタには 3 種類の
長さの一連のピンがあり、モジュールと接触するとシステムに特定の信号を送信します。システム

は受信する信号とその順序により、モジュールがシステムから取り外されているのか、またはシス

テムに取り付けられているのかを判断します。これらの信号から、システムは新しいインターフェ

イスの再初期化を行うのか、または切断されたインターフェイスのシャットダウンを行うのかを判

断します。
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具体的には、モジュールを取り付ける場合、最も長いピンが最初にモジュールと接触し、最も短い

ピンが最後に接触します。システムは、これらの信号と信号を受信する順序を認識します。

モジュールの取り外しまたは取り付けを行う場合、ピンが信号を送信しシステムに変更を通知しま

す。その後、ルータでは次の手順が実行されます。

1. システムの構成変更をすばやく調べます。

2. 新しく取り付けられたポート アダプタを初期化するか、空いているインターフェイスがあれば
それを管理上のシャットダウンにします。

3. モジュール上で以前に設定されていたインターフェイスをすべて以前にインストールされて
いた状態に戻します。新しく取り付けられたインターフェイスは、起動時に取り付けられてい

るが未設定の場合と同様に、管理上のシャットダウンの状態になります。同じモジュール タイ
プが 1 つのスロットに再度取り付けられると、元々取り付けられていた同タイプのモジュール
のポート数と同じ数まで、モジュールのポートが設定されてオンラインになります。

（注） インストレーションを開始する前に、第 2章「インストレーションの準備」を参照し、必要な部品
および工具を確認してください。
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警告および注意事項

ポート アダプタの取り付けまたは取り外しを行うときは、次の警告および注意に従ってください。

注意 必要なすべてのケーブルを接続するまでは、ポート アダプタをスロット内に完全に挿入しないで
ください。ルータまたはスイッチの正常な動作が妨げられます。

（注） ポート アダプタ レバーまたは他の固定機構をロックの位置に動かすことができない場合、ポート
アダプタはミッドプレーンに完全に装着されていません。ポート アダプタをスロットから半分ほ
ど注意深く引き抜き、再び挿入してから、ポート アダプタのレバー（または他の機構）をロック
位置に合わせてください。

注意 フレームをポート アダプタ スロットの上下のエッジに引っ掛けないように、また、ポート アダプ
タ背面のエッジ コネクタがポート アダプタ スロット奧のコネクタと正しくかみ合うように、次に
示す切取図を参照して、フレームを正しい位置に取り付けてください。

警告 次の手順の作業中は、カードの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リスト ストラップを着用
してください。プラットフォームによっては、リスト ストラップを取り付ける ESD コネクタが付
いているものがあります。ミッドプレーンまたはバックプレーンに手や金属製の工具で直接触れな

いでください。感電することがあります。
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ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
ここでは、次のサポート対象プラットフォームごとに、ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
手順を、一連の図で説明します。ここでは、次の内容について説明します。

• Catalyst RSM/VIP2 —ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-7）

• Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
（p.3-8）

• Cisco 7100 シリーズ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-9）

• Cisco 7200 シリーズ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-10）

• Cisco uBR7200 シリーズ—ポート アダプタの取り外し（p.3-11）

• Cisco uBR7200 シリーズ—ポート アダプタの取り付け（p.3-12）

• Cisco 7301 ルータ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-13）

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
（p.3-14）

• Cisco 7401ASR ルータ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-16）

• VIP —ポート アダプタの取り外しおよび取り付け（p.3-17）
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Catalyst RSM/VIP2 —ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
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Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール—ポート アダプタの取り外しおよび取り
付け
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Cisco 7100 シリーズ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
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Cisco 7200 シリーズ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
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Cisco uBR7200 シリーズ—ポート アダプタの取り外し
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Cisco uBR7200 シリーズ—ポート アダプタの取り付け
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Cisco 7301 ルータ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
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Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード—ポート アダプタの取り外しおよび
取り付け

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードには、シングル幅のポート アダプタを 1 つ取り付
けられます。ここでは、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードでのポート アダプタの取
り付けおよび取り外し手順について説明します。

警告 次の手順の作業中は、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードの静電破壊を防ぐため、必
ず静電気防止用リスト ストラップを着用してください。プラットフォームによっては、リスト ス
トラップを取り付ける ESD コネクタが付いているものがあります。ミッドプレーンまたはバック
プレーンに手や金属製の工具で直接触れないでください。感電することがあります。

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードでのポート アダプタの取り外しおよび取り付けに
ついては、図 3-2 を参照して、次の手順に従います。

ステップ 1 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードがルータ内に取り付けられている場合、ポート ア
ダプタを取り外す前にまず Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外す必要があり
ます。

ステップ 2 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードからポート アダプタを取り外すには、ポート アダ
プタのロックを水平のロックの位置（図 3-2 の A 参照）から垂直のロック解除の位置（図 3-2 の B
参照）に回転させます。

ステップ 3 ポート アダプタのハンドルを持ち、ポート アダプタを Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードから引き出します（Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外す際にケーブル
をポート アダプタから取り外しておいてください）。

ステップ 4 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードにポート アダプタを取り付けるには、Cisco 7304
PCI ポート アダプタ キャリア カード内のポート アダプタを固定するガイド レールの位置を確認し
ます。ガイド レールは、ポート アダプタ スロットの上部左右の、1 インチ（2.54 cm）ほど奥に入っ
た位置にあります（図 3-2 の C 参照）。

ステップ 5 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードにポート アダプタを慎重に差し入れ、ポート アダ
プタ インターフェイス コネクタに装着します。適切に装着されると、ポート アダプタの前面パネ
ルが Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードの前面と揃います。

ステップ 6 ポート アダプタが適切に装着されたら、ポート アダプタのロックを水平の位置に回します（図 3-2
の A 参照）。

図 3-2 に、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードでのポート アダプタの取り外しおよび
取り付け方法について示します。
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図 3-2 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード—ポート アダプタの取り外しおよび取り付
け
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Cisco 7401ASR ルータ—ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
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VIP —ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
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4

PA-T3 の設定

PA-T3 Port Adapter のインストレーションを完了するには、シリアル インターフェイスを設定する
必要があります。ここで説明する手順は、サポート対象の全プラットフォームに当てはまります。

プラットフォーム別に、Cisco IOS コマンドの多少の相違点についても説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• EXEC コマンド インタープリタの使用（p.4-2）

• インターフェイスの設定（p.4-3）
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EXEC コマンド インタープリタの使用
ルータのコンフィギュレーションを変更するには、EXEC（またはイネーブル モード）と呼ばれる
ソフトウェア コマンド インタープリタを使用します。configure コマンドを使用して新しいイン
ターフェイスを設定したり、既存のインターフェイス設定を変更したりするには、まず enable コマ
ンドを入力して、EXEC コマンド インタープリタの特権レベルを開始する必要があります。パス
ワードが設定されている場合には、パスワードの入力が要求されます。

特権レベルのシステム プロンプトは、最後にかぎカッコ（>）ではなくポンド記号（#）が表示され
ます。コンソール端末で特権レベルを開始する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ユーザ レベル EXEC プロンプトで、enable コマンドを入力します。次のように、特権レベルのパ
スワードの入力が要求されます。

Router> enable

Password:

ステップ 2 パスワードを入力します（パスワードは大文字と小文字が区別されます）。セキュリティ保護のた

め、入力したパスワードは表示されません。

正しいパスワードを入力すると、特権レベルのシステム プロンプト（#）が表示されます。

Router#

新しいインターフェイスを設定する場合は、次の「インターフェイスの設定」（p.4-3）に進んでく
ださい。
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インターフェイスの設定

新しい PA-T3 が正しく搭載されている（ENABLED LED が点灯する）ことを確認してから、特権レ
ベルの configure コマンドを使用して、新しいインターフェイスを設定します。次の情報を用意し
ておく必要があります。

• 新しいインターフェイスそれぞれに適用するルーティング プロトコル

• IP アドレス（インターフェイスに IP ルーティングを設定する場合）

• 使用するブリッジング プロトコル

• 新しいインターフェイスそれぞれに使用するクロック タイミング ソースおよび外部タイミン
グのクロック速度 

新しい PA-T3 を取り付けた場合、または既存インターフェイスの設定を変更する場合には、コン
フィギュレーション モードを開始して、新しいインターフェイスを設定する必要があります。設定
済みの PA-T3 を交換した場合には、システムが新しいインターフェイスを認識して、既存の設定で
新しいインターフェイスそれぞれを起動します。

使用できるコンフィギュレーション オプションの概要、および PA-T3 上のインターフェイスの設
定手順については、「関連資料」（p.ix）の該当するコンフィギュレーション マニュアルを参照して
ください。

EXEC コマンド インタープリタの特権レベルでコンフィギュレーション コマンドを実行するには、
通常、パスワードが必要になります。必要に応じて、システム管理者からパスワードを入手してく

ださい（EXEC の特権レベルについては、「EXEC コマンド インタープリタの使用」[p.4-2] を参照
してください）。

ここでは、次の内容について説明します。

• インターフェイスのシャットダウン（p.4-3）

• 基本的なコンフィギュレーションの実行（p.4-9）

• タイミング（クロック）信号の設定（p.4-11）

• CRC の設定（p.4-12）

インターフェイスのシャットダウン

インターフェイスを交換するのではなく取り外してしまう場合、コンパクト シリアル ケーブルを
交換する場合、またはポート アダプタを交換する場合には、その前に shutdown コマンドを使用し
てインターフェイスをシャットダウン（ディセーブル）にし、新しいインターフェイス プロセッサ
または設定変更したインターフェイス プロセッサを取り付ける際に異常が発生しないようにして
ください。インターフェイスをシャットダウンにすると、show コマンドの出力に administratively
down として示されます。

次の手順で、インターフェイスをシャットダウンにします。

ステップ 1 EXEC コマンド インタープリタの特権レベル（別名イネーブル モード）を開始します（手順につ
いては、「EXEC コマンド インタープリタの使用」[p.4-2] を参照してください）。

ステップ 2 特権レベルのプロンプトからコンフィギュレーション モードを開始し、コンフィギュレーション
サブコマンドの送信元としてコンソール端末を指定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#
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ステップ 3 interface serial サブコマンド（その後ろにインターフェイス アドレス）を入力し、さらに shutdown
コマンドを入力して、インターフェイスをシャットダウンにします。表 4-1 に、コマンド構文を示
します。

作業を終えたら、Ctrl-Z を押す（Ctrl キーを押しながら Z キーを押す）か、end または exit と入力
して、コンフィギュレーション モードを終了し、EXEC コマンド インタープリタ プロンプトに戻
ります。

表 4-1 shutdown コマンドの構文

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリ スイッチ
に搭載の Catalyst RSM/VIP2

interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 1/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Catalyst 6000 ファミリ スイッチ
に搭載の Catalyst 6000 ファミリ
FlexWAN モジュール

interface の後ろに type （serial）
および mod_num/bay/port
（モジュール スロット番号 /
ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート）

スロット 3 に搭載した FlexWAN モジュールの
ポート アダプタ ベイ 0 にあるポート アダプタの
インターフェイス 0 およびインターフェイス 1
を指定する例 

Router(config-if)# interface serial 3/0/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 3/0/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7120 シリーズ ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 3 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 3/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 3/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7140 シリーズ ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 4 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 4/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 4/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#
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Cisco 7200 シリーズ ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 6 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 6/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 6/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco uBR7223 ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 1/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco uBR7246 ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 2 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 2/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 2/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7301 ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 1/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco
7304 PCI ポート アダプタ キャ
リア カード 

interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（モジュール スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 3 に搭
載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードにあるポート アダプタのインターフェイ
ス 0 およびインターフェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 3/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 3/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router# 

表 4-1 shutdown コマンドの構文（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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（注） 他のインターフェイスをシャットダウンする場合は、ポート アダプタ上のインターフェイ
スごとに、interface serial コマンド（その後ろにインターフェイス アドレス）を入力しま
す。インターフェイスをイネーブルにするには、no shutdown コマンドを使用します。

ステップ 4 次の手順で、新しいコンフィギュレーションを NVRAM に保管します。

Router# copy running-config startup-config
[OK]
Router#

NVRAM にコンフィギュレーションが保管されると、OK メッセージが表示されます。

ステップ 5 show interfaces コマンド（その後ろにインターフェイス タイプおよびインターフェイス アドレス）
を使用して、特定のインターフェイスを表示し、新しいインターフェイスが正しいステート（シャッ

トダウン）になっていることを確認します。表 4-2 に、例を示します。

Cisco 7401ASR ルータ interface の後ろに type（serial）
および slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 およびインター
フェイス 1 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 1/1
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7000 シリーズまたは
Cisco 7500 シリーズ ルータに搭
載の VIP

interface の後ろに type（serial）
および slot/port adapter/port
（インターフェイス プロセッサ ス
ロット番号/ポート アダプタ スロッ
ト番号 /インターフェイス ポート番
号）

インターフェイス プロセッサ スロット 1 の VIP2
のポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート
アダプタのインターフェイス 1 およびインター
フェイス 0 を指定する例

Router(config-if)# interface serial 1/1/1
Router(config-if)# shutdown
Router(config-if)# interface serial 1/1/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

表 4-1 shutdown コマンドの構文（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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表 4-2 show interfaces コマンドの例

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリ スイッチ
に搭載の Catalyst RSM/VIP2

show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Catalyst 6000 ファミリ スイッチ
に搭載の Catalyst 6000 ファミリ
FlexWAN モジュール

show interfaces serial の後ろに 
mod_num/bay/port
（モジュール スロット番号 /
ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート）

スロット 3 に搭載した FlexWAN モジュールの
ポート アダプタ ベイ 0 にあるポート アダプタの
インターフェイス 0 を指定する例 

Router# show interfaces serial 3/0/0

Serial 3/0/0 is administratively down, 
line protocol is down 

（テキスト出力は省略）

Cisco 7120 シリーズ ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 3 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 3/0

Serial 3/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7140 シリーズ ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 4 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 4/0

Serial 4/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7200 シリーズ ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 6 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 6/0

Serial 6/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco uBR7223 ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）
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ステップ 6 次の手順で、インターフェイスを再びイネーブルにします。

a. ステップ 3を繰り返して、インターフェイスを再びイネーブルにします。shutdown コマンドの
代わりに no shutdown コマンドを使用します。

b. ステップ 4を繰り返して、新しいコンフィギュレーションをメモリに保管します。
copy running-config startup-config コマンドを使用します。

Cisco uBR7246 ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 2 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 2/0

Serial 2/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7301 ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7304 ルータに搭載の 
Cisco 7304 PCI ポート アダプタ
キャリア カード 

show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（モジュール スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 3 に搭
載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードにあるポート アダプタのインターフェイ
ス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 3/0

Serial 3/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7401ASR ルータ show interfaces serial の後ろに 
slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタのインターフェイス 0 を指定する例

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7000 シリーズまたは
Cisco 7500 シリーズ ルータに
搭載の VIP

show interfaces serial の後ろに 
slot/port adapter/port 
（インターフェイス プロセッサ ス
ロット番号 /ポート アダプタ ス
ロット番号 /インターフェイス 
ポート番号）

インターフェイス プロセッサ スロット 1 に搭載
した VIP2 で、ポート アダプタ スロット 1 に搭載
したポート アダプタのインターフェイス 0 を指
定する例

Router# show interfaces serial 1/1/0

Serial 1/1/0 is administratively down, 
line protocol is down

（テキスト出力は省略）

表 4-2 show interfaces コマンドの例（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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c. ステップ 5を繰り返して、インターフェイスが正しいステートになっていることを確認します。
show interfaces コマンドを使用し、その後ろにインターフェイス タイプおよびインターフェイ
ス アドレスを入力します。

ソフトウェア コンフィギュレーション コマンドの詳細については、「マニュアルの入手方法」（p.xi）
に記載されているマニュアルを参照してください。

基本的なコンフィギュレーションの実行 
基本的なコンフィギュレーション（インターフェイスのイネーブル化と IP ルーティングの指定）の
手順は次のとおりです。ただし、システム コンフィギュレーションの要件およびインターフェイス
のルーティング プロトコルに応じて、他のコンフィギュレーション サブコマンドも使用しなけれ
ばならないことがあります。シリアル インターフェイスに使用できるコンフィギュレーション サ
ブコマンドおよびコンフィギュレーション オプションの詳細については、該当するソフトウェア
マニュアルを参照してください。

次の手順では、特に明記されていない限り、各ステップの最後に Return キーを押します。次のよ
うにプロンプトに disable と入力すると、いつでも特権レベルを終了し、ユーザ レベルに戻ること
ができます。

Router# disable

Router> 

ステップ 1 コンフィギュレーション モードを開始し、コンフィギュレーション サブコマンドの送信元として
コンソール端末を指定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#

ステップ 2 interface serial サブコマンドの後ろに設定対象のインターフェイスのインターフェイス アドレスを
入力して、最初に設定するインターフェイスを指定します（使用するポート アダプタによって、
interface atm のようにコマンドが異なることがあります）。表 4-3 に、例を示します。

表 4-3 interface serial サブコマンドの例

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリ スイッチ
に搭載の Catalyst RSM/VIP2

interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 0 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 0/0
Router(config-if)#

Catalyst 6000 ファミリ スイッチ
に搭載の Catalyst 6000 ファミリ
FlexWAN モジュール

interface serial の後ろに 
mod_num/bay/port
（モジュール スロット番号 /
ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート）

スロット 3 に搭載した FlexWAN モジュールの
ポート アダプタ ベイ 0 にあるポート アダプタの
最初のインターフェイスを指定する例 

Router(config)# interface serial 3/0/0
Router(config-if)#
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ステップ 3 （IP ルーティングがイネーブルに設定されているシステムでは）次のように ip address サブコマン
ドを使用して、インターフェイスに IP アドレスおよびサブネット マスクを割り当てます。

Router(config-if)# ip address 10.0.0.0 10.255.255.255 

Cisco 7120 シリーズ ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 3 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)#

Cisco 7140 シリーズ ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 4 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 4/0
Router(config-if)#

Cisco 7200 シリーズ ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 6 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 6/0
Router(config-if)#

Cisco uBR7223 ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 1/0
Router(config-if)#

Cisco uBR7246 ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 2 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 2/0
Router(config-if)#

Cisco 7301 ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 1/0
Router(config-if)#

Cisco 7304 ルータに搭載の 
Cisco 7304 PCI ポート アダプタ
キャリア カード 

interface serial の後ろに slot/port
（モジュール スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 3 に搭
載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードにあるポート アダプタのインターフェイ
ス 0 を指定する例

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)# 

Cisco 7401ASR ルータ interface serial の後ろに slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

ポート アダプタ スロット 1 に搭載したポート ア
ダプタの最初のインターフェイスを指定する例

Router(config)# interface serial 1/0
Router(config-if)#

Cisco 7000 シリーズまたは 
Cisco 7500 シリーズ ルータに
搭載の VIP

interface serial の後ろに slot/port 
adapter/port 
（インターフェイス プロセッサ ス
ロット番号 /ポート アダプタ ス
ロット番号 /インターフェイス 
ポート番号）

インターフェイス プロセッサ スロット 1 に搭載
した VIP2 で、ポート アダプタ スロット 1 に搭載
したポート アダプタの最初のインターフェイス
を指定する例

Router(config)# interface serial 1/1/0
Router(config-if)#

表 4-3 interface serial サブコマンドの例（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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ステップ 4 ルーティング プロトコルをイネーブルにするために必要なコンフィギュレーション サブコマンド
を追加し、インターフェイス特性を設定します。

ステップ 5 no shutdown コマンドを使用して、インターフェイスを再びイネーブルにします（「インターフェイ
スのシャットダウン」[p.4-3] を参照）。

ステップ 6 他の必要なポート アダプタ インターフェイスをすべて設定します。

ステップ 7 コンフィギュレーション サブコマンドをすべて入力し、設定を完了したら、Ctrl-Z を押す（Ctrl
キーを押しながら Z キーを押す）か、end または exit と入力して、コンフィギュレーション モード
を終了し、EXEC コマンド インタープリタ プロンプトに戻ります。

ステップ 8 次の手順で、新しいコンフィギュレーションを NVRAM に保管します。

Router# copy running-config startup-config
[OK]
Router#

これで基本的なコンフィギュレーションの作成作業は完了です。

タイミング（クロック）信号の設定

EIA/TIA-232 インターフェイスはすべて DTE モードをサポートします。ポートを DTE インターフェ
イスとして使用する場合は、ポートに DTE コンパクト シリアル ケーブルを接続するだけで使用で
きます。DTE モード ケーブルを検出したシステムは、自動的に外部タイミング信号を使用します。
ここでは、クロックを反転させてデータとクロック信号の間のフェーズ シフトを修正する方法につ
いて説明します。表 4-4 に、invert data  コマンドの概要を示します。詳細については、以下の該当
する項を参照してください。

データ信号の反転

PA-T3 Port Adapter 上で EIA/TIA-232 インターフェイスを使用して、B8ZS 符号化を使用しない専用
T1 回線を動作させる場合（15 個のゼロを回避する方法）、接続先 CSU/DSU またはインターフェイ
ス上のどちらかで、データ ストリーム（TXD と RXD の両方）を反転させる必要があります。PA-T3
からのデータ ストリームを反転させるには、invert data コマンドを使用します。HDLC データ ス
トリームを反転させることにより、HDLC ゼロ挿入アルゴリズムが 1 を挿入するアルゴリズムにな
るので、T1 の要件が満たされます。

（注） データの反転は、PA-T3 インターフェイスまたは CSU/DSU のどちらか一方だけで行います。 両方
で反転させると、データの反転が相殺されます。

表 4-4 クロック レート設定コマンド

目的 コマンド 例 詳細

データ信号の反転 invert data 例では、シリアル インターフェイスの送信およ
び受信の両方で、データ ストリームを反転させ
ています。

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)# invert-txc

「データ信号の反転」
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CRC の設定
表 4-5 に、Cyclic Redundancy Check（CRC; 巡回冗長検査）コマンドの概要を示します。詳細につい
ては、後ろの説明を参照してください。

CRC は、計算した数値を使用して、送信データのエラーを検出するエラー検査技法です。デフォル
トでは、すべてのインターフェイスで 16 ビットの CRC（CRC-CITT）を使用しますが、32 ビット
の CRC もサポートされます。データ フレームの送信側が FCS（フレーム チェック シーケンス）を
計算します。送信側は、フレームを送信する前に、メッセージに FCS 値を付加します。受信側は
FCS を再計算し、計算結果と送信側からの FCS を比較します。2 つの計算値が異なっている場合、
受信側は送信エラーが発生したものとみなし、フレームの再送信を送信側に要求します。

32 ビットの CRC をイネーブルにするには、crc 32 コマンドを使用します。32 ビットの CRC をイ
ネーブルにするには、その前に、interface serial コマンド（続けて、インターフェイスのインター
フェイス アドレス）を使用して、32 ビットの CRC をイネーブルにするインターフェイスを選択し
なければなりません。このコマンドの動作は、サポート対象のすべてのプラットフォームで同じで

す。

次の例では、32 ビットの CRC を指定しています。

Router(config-if)# crc 32

前述のコマンド例は、PA-T3 をサポートするすべてのシステムに当てはまります。
CRC-32 をディセーブルにして、デフォルトの CRC-16（CRC-CITT）にインターフェイスの設定を
戻す場合は、no crc32 コマンドを使用します。

作業を終えたら、Ctrl-Z を押す（Ctrl キーを押しながら Z キーを押す）か、end または exit と入力
して、コンフィギュレーション モードを終了し、EXEC コマンド インタープリタ プロンプトに戻
ります。さらに、copy running-config startup-config コマンドを使用して、新しいコンフィギュレー
ションを NVRAM に保管します。

（注） インターフェイス上で 32 ビットの CRC をイネーブルにする場合は、リモート デバイスも 32 ビッ
ト CRC 対応に設定する必要があります。送信側と受信側の両方で同じ CRC 設定を使用しなければ
なりません。

コマンドについては、『Configuration Fundamentals Configuration Guide』を参照してください。詳細
については、「関連資料」（p.ix）および「マニュアルの入手方法」（p.xi）を参照してください。

表 4-5 CRC コマンド

目的 コマンド 例 詳細

32 ビット CRC のイネー
ブル化

crc size 例では、シリアル インターフェイス上で 32 ビッ
トの CRC をイネーブルにしています。

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)# crc 32

「CRC の設定」

デフォルトの 16 ビット
CRC への復帰

no crc size 例では、シリアル インターフェイス上の 32 ビッ
ト CRC をディセーブルにして、デフォルトの 16
ビット CRC に戻しています。

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)# no crc 32

「CRC の設定」
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（注） Cisco 7200 ルータに搭載した PA-T3 を設定している場合に、半二重またはバイナリ同期通信の動作
にインターフェイスを設定するときは、次の「コンフィギュレーションの確認」に進んでくださ

い。設定しない場合は、「コンフィギュレーションの確認」（p.4-13）に進んでください。

コンフィギュレーションの確認

新しいインターフェイスを設定したあとで、show コマンドを使用して新しいインターフェイスま
たは全インターフェイスのステータスを表示し、ping および loopback コマンドを使用して接続能
力を確認します。内容は、次のとおりです。

• show コマンドによる新しいインターフェイスのステータス確認（p.4-13）

• ping コマンドによるネットワーク接続の確認（p.4-28）

• loopback コマンドの使用（p.4-29）

show コマンドによる新しいインターフェイスのステータス確認
表 4-6 に、show コマンドを使用して、新しいインターフェイスが正しく設定されていて正常に動作
しているかどうか、また、出力に PA-T3 が正しく含まれているかどうかを確認する方法を示しま
す。そのあとで、一部の show コマンドについて出力例を紹介します。コマンドの詳細および使用
例については、「関連資料」（p.ix）に記載されているマニュアルを参照してください。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力とは異なる場

合があります。このマニュアルに収録されている出力は 1 つの例です。

表 4-6 show コマンドの使用

コマンド 機能 例

show version または 
show hardware

システムのハードウェア構成、タイプ別の

搭載インターフェイス数、Cisco IOS ソフ
トウェア バージョン、コンフィギュレー
ション ファイルの名前とソース、および
ブート イメージを表示します。

Router# show version

show controllers 現在のインターフェイス プロセッサおよ
びそのインターフェイスをすべて表示し

ます。

Router# show controllers

show diag slot

（注） Catalyst 5000 ファミリ
スイッチの場合は、slot
引数は必要ありません。

システムに搭載されているポート アダプ
タのタイプと共に、特定のポート アダプ
タ スロット、インターフェイス プロセッ
サ スロット、またはシャーシ スロットの
情報を表示します。

Router# show diag 2

show interfaces type 0 または 1/
interface-port-number

Catalyst RSM/VIP2 上の特定のインター
フェイス タイプ（シリアルなど）につい
て、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 1/0
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アップに設定したインターフェイスがシャットダウンされている場合、またはハードウェアが正し

く動作していないというメッセージが表示された場合には、インターフェイスが正しく接続され、

終端されているかどうかを確認してください。なお、インターフェイスをアップに設定できないと

きは、製品を購入した代理店に連絡してください。内容は、次のとおりです。プラットフォーム固

有の出力例についても示します。

• show version または show hardware コマンドの使用（p.4-15）

• show diag コマンドの使用（p.4-20）

• show interfaces コマンドの使用（p.4-23）

show interfaces type module-slot-
number/port-adapter-bay-number/
interface-port-number

Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュー
ル上の特定のインターフェイス タイプ
（シリアルなど）について、ステータス情

報を表示します。

Router# show interfaces serial 3/0/0

show interfaces type 3/interface-
port-number

Cisco 7120 シリーズ ルータ上の特定のイ
ンターフェイス タイプ（シリアルなど）に
ついて、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 3/1

show interfaces type 4/interface-
port-number

Cisco 7140 シリーズ ルータ上の特定のイ
ンターフェイス タイプ（シリアルなど）に
ついて、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 4/1

show interfaces type port-adapter-
slot-number/interface-port-number

Cisco 7200 シリーズ ルータ上の特定のイ
ンターフェイス タイプ（シリアルなど）に
ついて、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 1/0

show interfaces type 1/interface-
port-number

Cisco uBR7223 ルータ上の特定のインター
フェイス タイプ（シリアルなど）につい
て、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 1/1

show interfaces type 1 または 2/
interface-port-number

Cisco uBR7246 ルータ上の特定のインター
フェイス タイプ（シリアルなど）につい
て、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 2/0

show interfaces type 2 または 3 
または 4 または 5/
interface-port-number

Cisco 7304 ルータに搭載された Cisco 7304
PCI ポート アダプタ キャリア カード上の
特定のインターフェイス タイプ（シリア
ルなど）について、ステータス情報を表示

します。

Router# show interfaces serial 3/0

show interfaces type interface-
processor-slot-number/
port-adapter-slot-number/
interface-port-number

Cisco 7000 シリーズまたは Cisco 7500 シ
リーズ ルータに搭載された VIP 上の特定
のインターフェイス タイプ（シリアルな
ど）について、ステータス情報を表示しま

す。

Router# show interfaces serial 3/1/0

show protocols システム全体および特定のインターフェ

イスに設定されているプロトコルを表示

します。

Router# show protocols

show running-config 実行コンフィギュレーション ファイルを
表示します。

Router# show running-config

show startup-config NVRAM に保管されているコンフィギュ
レーションを表示します。

Router# show startup-config

表 4-6 show コマンドの使用（続き）

コマンド 機能 例
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使用システムに当てはまる項目を選択してください。show コマンドでの作業が終了したら、「ping
コマンドによるネットワーク接続の確認」（p.4-28）に進んでください。

show version または show hardware コマンドの使用

システムのハードウェア構成、タイプ別の搭載インターフェイス数、Cisco IOS ソフトウェアのバー
ジョン、コンフィギュレーション ファイルの名前とソース、およびブート イメージを表示するに
は、show version（または show hardware）コマンドを使用します。ここでは、一部のサポート対象
プラットフォームの例を示します。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力とは異なる場

合があります。このマニュアルに収録されている出力は 1 つの例です。

Catalyst 5000 ファミリ スイッチに搭載の Catalyst RSM/VIP2

PA-T3 を搭載した Catalyst 5000 ファミリ スイッチでの show version コマンドの出力例を以下に示し
ます。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) C5RSM Software (C5RSM-JSV-M), Version 11.2(9)P
Copyright (c) 1986-1997 by cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 24-Jun-97 17:09 by biff
Image text-base: 0x600108E0, data-base: 0x6095E000

ROM: System Bootstrap, Version 11.2(15707)
BOOTFLASH: C5RSM Software (C5RSM-JSV-M), Version 11.2

Router uptime is 17 hours, 17 minutes
System restarted by reload
System image file is “c5rsm-jsv-mz.7P”, booted via tftp

cisco RSP2 (R4700) processor with 32768K bytes of memory.
R4700 processor, Implementation 33, Revision 1.0
Last reset from power-on
G.703/E1 software, Version 1.0.
SuperLAT software copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
Bridging software.
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software.
1 C5IP controller (15 Vlan).
2 MIP controllers (4 E1).
1 VIP2 controller (2 E1)(4 Token Ring).
6 Channelized E1/PRI ports.
123K bytes of non-volatile configuration memory.

16384K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x100
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Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール

PA-T3 を搭載した Catalyst 6000 ファミリ スイッチでの show versionコマンドの出力例を以下に示し
ます。

Router(config)# show version
Cisco Internetwork Operating System Software 
IOS (tm) MSFC Software (C6MSFC-JSV-M), Experimental Version 12.1(20000209:134547) 
[amcrae-cosmos_e_nightly 163]
Copyright (c) 1986-2000 by cisco Systems, Inc.
Compiled Wed 09-Feb-00 07:10 by 
Image text-base: 0x60008900, data-base: 0x6140E000

ROM: System Bootstrap, Version 12.0(3)XE, RELEASE SOFTWARE 

const-uut uptime is 5 minutes
System returned to ROM by reload
System image file is "bootflash:c6msfc-jsv-mz.Feb9"

cisco Cat6k-MSFC (R5000) processor with 122880K/8192K bytes of memory.
Processor board ID SAD03457061
R5000 CPU at 200Mhz, Implementation 35, Rev 2.1, 512KB L2 Cache
Last reset from power-on
Channelized E1, Version 1.0.
Bridging software.
X.25 software, Version 3.0.0.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
TN3270 Emulation software.
Primary Rate ISDN software, Version 1.1.
6 FlexWAN controllers (13 Serial)(8 E1)(8 T1)(2 HSSI)(2 ATM)(1 Channelized T3)(1 
Channelized E3)(2 POS).
1 Virtual Ethernet/IEEE 802.3  interface(s)
17 Serial network interface(s)
2 HSSI network interface(s)
2 ATM network interface(s)
2 Packet over SONET network interface(s)
1 Channelized T3 port(s)
1 Channelized E3 port(s)
123K bytes of non-volatile configuration memory.
4096K bytes of packet SRAM memory.

16384K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x1
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Cisco 7100 シリーズ ルータ

PA-T3 を搭載した Cisco 7120 シリーズ ルータでの show version コマンドの出力例を、以下に示しま
す。

Router# show version
Cisco Internetwork Operating System Software 
IOS (tm) EGR Software (c7100-IS-M), Version 12.0(4)XE, EARLY DEPLOYMENT
RELEASE)
TAC:Home:SW:IOS:Specials for info
Copyright (c) 1986-1999 by cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 10-Jun-99 15:32 by linda
Image text-base:0x60008900, data-base:0x60D8E000

ROM:System Bootstrap, Version 12.0(19990720:023243)
[gautham-conn_4xe-PRE_ALPHE
BOOTFLASH:EGR Software (c7100-IS-M), Version 12.0(4)XE, EARLY DEPLOYMENT
RELEA)

Router uptime is 24 minutes
System restarted by power-on
System image file is "disk0:c7100-is-mz.120-4.XE"

cisco 7120-bad (EGR) processor with 61440K/69632K bytes of memory.
R527x CPU at 225Mhz, Implementation 40, Rev 10.0, 2048KB L2 Cache
Last reset from power-on
Bridging software.
X.25 software, Version 3.0.0.
2 FastEthernet/IEEE 802.3 interface(s)
125K bytes of non-volatile configuration memory.

40960K bytes of ATA PCMCIA card at slot 0 (Sector size 512 bytes).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x2000
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Cisco 7200 シリーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータ

PA-T3 を搭載した Cisco 7200 シリーズ ルータでの show version コマンドの出力例を、以下に示しま
す。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) 7200 Software (C7200-J-M), Version 11.1(7)CA [biff 105]
Copyright (c) 1986-1996 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 04-Aug-96 06:00 by biff
Image text-base: 0x600088A0, data-base: 0x605A4000

ROM: System Bootstrap, Version 11.1(7)CA RELEASED SOFTWARE

Router uptime is 4 hours, 22 minutes
System restarted by reload
System image file is “c7200-j-mz”, booted via slot0

cisco 7206 (NPE150) processor with 12288K/4096K bytes of memory.
R4700 processor, Implementation 33, Revision 1.0 (Level 2 Cache)
Last reset from power-on
Bridging software.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software (copyright 1994 by TGV INC).
Chassis Interface.
4 Ethernet/IEEE 802.3 interfaces.
2 FastEthernet/IEEE 802.3 interfaces.
4 Token Ring /IEEE802.5 interfaces.
12 Serial network interfaces.
1 Compression port adapter.
125K bytes of non-volatile configuration memory.
1024K bytes of packet SRAM memory.

20480K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x2
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Cisco 7401ASR ルータ

PA-T3 を搭載した Cisco 7401 ASR ルータでの show version コマンドの出力例を、以下に示します。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) 7401ASR Software (C7401ASR-J-M), Version 11.1(7)CA [biff 105]
Copyright (c) 1986-1996 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 04-Aug-96 06:00 by biff
Image text-base: 0x600088A0, data-base: 0x605A4000

ROM: System Bootstrap, Version 11.1(7)CA RELEASED SOFTWARE

Router uptime is 4 hours, 22 minutes
System restarted by reload
System image file is “c7401ASR-j-mz”, booted via slot0

cisco 7401ASR processor with 12288K/4096K bytes of memory.
R4700 processor, Implementation 33, Revision 1.0 (Level 2 Cache)
Last reset from power-on
Bridging software.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software (copyright 1994 by TGV INC).
Chassis Interface.
4 Ethernet/IEEE 802.3 interfaces.
2 FastEthernet/IEEE 802.3 interfaces.
4 Token Ring /IEEE802.5 interfaces.
12 Serial network interfaces.
1 Compression port adapter.
125K bytes of non-volatile configuration memory.
1024K bytes of packet SRAM memory.
20480K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).Configuration register is 0x2
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Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載の VIP

PA-T3 を搭載した Cisco 7500 シリーズ ルータでの show version コマンドの出力例を、以下に示しま
す。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) GS Software (RSP-A), Version 11.1(7)CA [biff 125]
Copyright (c) 1986-1996 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sat 10-Aug-96 17:56 by biff
Image text-base: 0x600108A0, data-base: 0x60952000

ROM: System Bootstrap, Version 5.3(16645) [biff 571], RELEASE SOFTWARE
ROM: GS Software (RSP-BOOT-M), Version 11.1(7)CA, RELEASE SOFTWARE (fc1)

Router uptime is 5 days, 4 minutes
System restarted by reload
System image file is “rsp-jv-mz”, booted via slot0

cisco RSP2 (R4600) processor with 16384K bytes of memory.
R4600 processor, Implementation 32, Revision 2.0
Last reset from power-on
G.703/E1 software, Version 1.0.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
Bridging software.
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software (copyright 1994 by TGV Inc).
Chassis Interface.
1 EIP controller (6 Ethernet).
1 VIP2 controller (8 Ethernet)(1 HSSI).
14 Ethernet/IEEE 802.3 interfaces.
1 HSSI network interface.
125K bytes of non-volatile configuration memory.

8192K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x0

show diag コマンドの使用

show diag slot コマンドを使用すると、システムに搭載されているポート アダプタのタイプ（およ
び各アダプタの情報）が表示されます。slot は、Cisco 7100 シリーズ、Cisco 7200 シリーズ、Cisco
uBR7200 シリーズ ルータ、Cisco 7401ASR ではポート アダプタ スロット、VIP を搭載した Cisco
7000 シリーズまたは Cisco 7500 シリーズ ルータではインターフェイス プロセッサ スロットです。
ここでは、一部のサポート対象プラットフォームの例を示します。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力とは異なる場

合があります。このマニュアルに収録されている出力は 1 つの例です。

（注） Catalyst 5000 ファミリ スイッチの場合は、slot 引数は必要ありません。
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Catalyst 5000 ファミリ スイッチに搭載の Catalyst RSM/VIP2

Catalyst RSM/VIP2 に PA-T3 を搭載している場合の show diag コマンドの出力例を、以下に示します。 

Router# show diag
Slot 0:
        Physical slot 0, ~physical slot 0xF, logical slot 0, CBus 1
        Microcode Status 0x4
        Master Enable, LED, WCS Loaded
        Board is analyzed
        Pending I/O Status: Console I/O, Debug I/O
        EEPROM format version 1
        C5IP controller, HW rev 1.0, board revision A0
        Serial number: 00000001  Part number: 00-0000-01
        Test history: 0x00        RMA number: 00-00-00
        Flags: cisco 7000 board; 7500 compatible
EEPROM contents (hex):
          0x20: 01 1C 01 00 00 00 00 01 00 00 00 01 00 00 00 00
          0x30: 50 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 78 00 00 00 00
（テキスト出力は省略）

Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール

Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュールに PA-T3 を搭載している場合の show diagコマンドの
出力例を、以下に示します。

Router# show diag
Slot 3: Logical_index 18
     Board is analyzed ipc ready FlexWAN controller

     Slot database information:
     Flags: 0x2004Insertion time: unknown

     CWAN Controller Memory Size: Unknown

PA Bay 0 Information:
          T3 Serial PA, 1 ports
          EEPROM format version 0
          HW rev 0.00, Board revision UNKNOWN
          Serial number: 00000000  Part number: 00-0000-00 

Cisco 7100 シリーズ ルータ

Cisco 7120 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット 3 に搭載されたファスト イーサネット ポー
ト アダプタに対する show diag slot コマンドの出力例を、以下に示します。

Router# show diag 3
Slot 3:
        10/100 Fast-ethernet with RJ45 Integrated port adapter, 2 ports
        Integrated port adapter is analyzed 
        EEPROM contents at hardware discovery:
        Hardware revision 255.255               Board revision UNKNOWN
        EEPROM format version 1
        EEPROM contents (hex):
          0x20:01 D3 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
          0x30:FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF

（注） Cisco 7140 シリーズ ルータで show diag コマンドを使用する場合は、スロット引数 3 を 4 に置き換
えます。
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Cisco 7200 シリーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータ

Cisco 7200 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット 1 に搭載された PA-T3 に対する show
diag slot コマンドの出力例を、以下に示します。

Router# show diag 1
Slot 1:
Mueslix serial (RS232) port adapter, 8 ports
Port adapter is analyzed
Port adapter insertion time 2d09h ago
Hardware revision 255.255               Board revision UNKNOWN
Serial number     4294967295    Part number    255-65535-255
Test history      0xFF          RMA number     255-255-255
EEPROM format version 1
EEPROM contents (hex):
0x20: 01 0D FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
0x30: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF

Cisco 7401ASR ルータ

Cisco 7401ASR ルータのポート アダプタ スロット 1 に搭載された PA-T3 に対する show diag slot コ
マンドの出力例を、以下に示します。

Router# show diag 1
Slot 1:
Mueslix serial (RS232) port adapter, 8 ports
Port adapter is analyzed
Port adapter insertion time 2d09h ago
Hardware revision 255.255               Board revision UNKNOWN
Serial number     4294967295    Part number    255-65535-255
Test history      0xFF          RMA number     255-255-255
EEPROM format version 1
EEPROM contents (hex):
0x20: 01 0D FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
0x30: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
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Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載の VIP

インターフェイス プロセッサ スロット 1 に搭載された VIP2 上で、ポート アダプタ スロット 0 の
PA-T3 に対する show diag slot コマンドの出力例を、以下に示します。

Router# show diag 1
Slot 1:
Mueslix serial (RS232) port adapter, 8 ports
Port adapter is analyzed
Port adapter insertion time 2d09h ago
Hardware revision 1.4           Board revision UNKNOWN
Serial number     4294967295    Part number    255-65535-255
Test history      0xFF          RMA number     255-255-255
EEPROM format version 1
EEPROM contents (hex):
0x20:01 0F 01 04 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
0x30:FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
        Slot database information:
        Flags: 0x4      Insertion time: 0x12A0 (08:56:58 ago)
 
        Controller Memory Size: 8 MBytes
 
        PA Bay 0 Information:
                Mueslix Serial PA, 8 ports
                EEPROM format version 1
                HW rev 1.0, Board revision A0
                Serial number: 4294967295  Part number: 255-65535-255 
 
        PA Bay 1 Information:
                Fast-Serial PA, 4 ports
                EEPROM format version 1
                HW rev 1.0, Board revision A0
                Serial number: 02024473  Part number: 73-1389-05

show interfaces コマンドの使用

show interfaces コマンドは、指定されたインターフェイスのステータス情報（物理スロット、イン
ターフェイス アドレスなど）を表示します。ここでは、一部のサポート対象プラットフォームの例
を示します。ここで紹介する例では、いずれもシリアル インターフェイスを指定しています。

Catalyst RSM/VIP2、Cisco 7100 シリーズ、Cisco 7200、Cisco uBR7200 シリーズ、Cisco 7401ASR ルー
タ、および VIP インターフェイスで使用できるインターフェイス サブコマンドおよびコンフィギュ
レーション オプションの詳細については、「関連資料」（p.ix）に記載されているマニュアルを参照
してください。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力とは異なる場

合があります。このマニュアルに収録されている出力は 1 つの例です。
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Catalyst 5000 ファミリ スイッチに搭載の Catalyst RSM/VIP2

以下の例では、Catalyst RSM/VIP2 のポート アダプタ スロット 1 にポート アダプタがあり、ポート
アダプタには 2 つのシリアル インターフェイス（0 と 1）があります。また、各インターフェイス
のステータス情報は、大部分を省略しています（インターフェイスはユーザがイネーブルにしない

限り、管理上のシャットダウン状態です）。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
Internet address is 10.0.0.1
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 1/1
Serial1/1 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.1
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール

show interfaces コマンドによる指定されたシリアル インターフェイスのステータス情報の出力例
を、以下に示します。この例では、Catalyst 6000 ファミリ FlexWAN モジュール上の 1 ポートの
PA-T3 Serial Port Adapter は、シャーシ スロット 3 のポート アダプタ スロット 0 に搭載されていま
す。

Router# show interfaces serial 3/0/0
Serial3/0/0 is administratively down, line protocol is down 

  Hardware is PODS3 Serial
  MTU 4470 bytes, BW 44210 Kbit, DLY 200 usec, 
     reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
  Encapsulation HDLC, crc 16, loopback not set
  Keepalive not set
  Last input never, output never, output hang never
  Last clearing of "show interface" counters never
  Queueing strategy: fifo
  Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants, 0 throttles
              0 parity
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
     0 packets output, 0 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 applique, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     0 carrier transitions
     LC=down  CA=down  TM=down LB=down TA=down LA=down
router# 
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Cisco 7100 シリーズ ルータ

Cisco 7120 シリーズ ルータおよび Cisco 7140 シリーズ ルータに対する show interfaces コマンドの
出力例を、以下に示します。

この例では、Cisco 7120 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット 3 にポート アダプタがあり、
ポート アダプタには 2 つのシリアル インターフェイス（0 と 1）があります。また、各インター
フェイスのステータス情報は大部分を省略しています（インターフェイスはユーザがイネーブルに

しない限り、管理上のシャットダウン状態です）。

Router# show interfaces serial 3/0
Serial3/0 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.0
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 3/1
Serial3/1 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.1
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

（注） Cisco 7140 シリーズ ルータで show interfaces serial コマンドを使用する場合は、インターフェイス
アドレスの引数 3/0 と 3/1 を、それぞれ 4/0 と 4/1 に置き換えます。

次の show interfaces serial コマンドの出力例には、Cisco 7120 シリーズ ルータのポート アダプタ ス
ロット 3 に搭載された PA-T3 のインターフェイス 0 に関するすべての情報が含まれています。

Router# show interfaces serial 3/0
Serial3/0 is up, line protocol is up
  Hardware is M8T-RS232
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)
  Last input never, output 1d17h, output hang never
  Last clearing of “show interface” counters never
  Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
     24 packets output, 5137 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     0 carrier transitions     DCD=down  DSR=down  DTR=down  RTS=down  CTS=down

（注） Cisco 7140 シリーズ ルータで show interfaces serial コマンドを使用する場合は、インターフェイス
アドレスの引数 3/0 を 4/0 に置き換えます。
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Cisco 7200 シリーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータ

Cisco 7200 シリーズおよび Cisco uBR7200 シリーズ ルータに対する show interfaces コマンドの出力
例を、以下に示します。この例では、ポート アダプタ スロット 1 にポート アダプタがあり、ポー
ト アダプタには 2 つのシリアル インターフェイス（0 と 1）があります。また、各インターフェイ
スのステータス情報は、大部分を省略しています（インターフェイスはユーザがイネーブルにしな

い限り、管理上のシャットダウン状態です）。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.0
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 1/1
Serial1/1 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.1
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

次の show interfaces serial コマンドの出力例には、ポート アダプタ スロット 1 に搭載された PA-T3
のインターフェイス ポート 0 に関するすべての情報が含まれています。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up
  Hardware is M8T-RS232
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)
  Last input never, output 1d17h, output hang never
  Last clearing of “show interface” counters never
  Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
     24 packets output, 5137 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     0 carrier transitions     DCD=down  DSR=down  DTR=down  RTS=down  CTS=down
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Cisco 7401ASR ルータ

次の show interfaces serial コマンドの出力例には、ポート アダプタ スロット 1 に搭載された PA-T3
のインターフェイス ポート 0 に関するすべての情報が含まれています。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up
  Hardware is M8T-RS232
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)
  Last input never, output 1d17h, output hang never
  Last clearing of “show interface” counters never
  Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
     24 packets output, 5137 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     0 carrier transitions     DCD=down  DSR=down  DTR=down  RTS=down  CTS=down

Cisco 7000 シリーズまたは Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載の VIP

VIP2 での show interfaces コマンドの出力例を、以下に示します。この例では、インターフェイス
プロセッサ スロット 3 に搭載された VIP2 のポート アダプタ スロット 1 にポート アダプタがあり、
ポート アダプタには 2 つのシリアル インターフェイス（0 と 1）があります。また、各インター
フェイスのステータス情報は、大部分を省略しています（インターフェイスはユーザがイネーブル

にしない限り、管理上のシャットダウン状態です）。

Router# show interfaces serial 3/1/0
Serial3/1/0 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.0
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 3/1/1
Serial3/1/1 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.1
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）
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次の show interfaces serial コマンドの出力例には、インターフェイス プロセッサ スロット 3 に搭載
された VIP2 のポート アダプタ スロット 1 にあるポート アダプタのインターフェイス 0 に関するす
べての情報が含まれています。

Router# show interfaces serial 3/1/0
Serial3/1/0 is up, line protocol is up 
  Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.0
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
  Last input 2d18h, output 00:00:54, output hang never
  Last clearing of “show interface” counters never
  Input queue: 0/75/0 (size/max/drops); Total output drops: 0
  Queueing strategy: weighted fair
  Output queue: 0/64/0 (size/threshold/drops) 
     Conversations  0/1 (active/max active)
     Reserved Conversations 0/0 (allocated/max allocated)
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     16 packets input, 1620 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 1 ignored, 0 abort
     3995 packets output, 1147800 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     1 carrier transitions
     RTS up, CTS up, DTR up, DCD up, DSR up

次の「ping コマンドによるネットワーク接続の確認」に進み、PA-T3 とスイッチまたはルータの
ネットワーク接続を確認します。

ping コマンドによるネットワーク接続の確認
ping コマンドを使用することにより、インターフェイス ポートが正常に動作しているかどうかを
確認できます。ここでは、ping コマンドの概要について説明します。コマンドの詳細および使用例
については、「関連資料」（p.ix）に記載されているマニュアルを参照してください。

ping コマンドは、指定した宛先 IP アドレスのリモート デバイスに対してエコー要求パケットを送
信します。エコー要求の送信後、システムは指定された時間だけ、リモート デバイスからの応答を
待機します。エコー応答は、コンソール端末に感嘆符（!）で表示されます。タイムアウトまでに戻
されなかった各要求は、ピリオド（.）で表示されます。連続する感嘆符（!!!!!）は正常な接続状態
を示します。連続するピリオド（.....）、[timed out] または [failed] メッセージが表示された場合は、
接続に失敗したことを意味します。

次に、アドレス 10.0.0.10 のリモート サーバに対して ping コマンドを実行し、正常に接続した例を
示します。

Router# ping 10.0.0.10 <Return>
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echoes to 10.0.0.10, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/15/64 ms
Router#

接続に失敗した場合は、宛先の IP アドレスが正しいこと、およびデバイスがアクティブである（電
源がオンになっている）ことを確認し、もう一度 ping コマンドを実行してください。

次の「loopback コマンドの使用」に進み、ネットワーク接続をさらに調べます。
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loopback コマンドの使用
ループバック テストで PA-T3 インターフェイスとリモート装置（CSU/DSU など）間の接続をテス
トすることにより、機器の誤動作を検出して切り離すことができます。loopback コマンドでイン
ターフェイスをループバック モードにすると、ping コマンドで生成されたパケットをリモート装
置またはコンパクト シリアル ケーブル経由でループさせてテストできます。パケットが完全に
ループされた場合は、接続は良好です。完全なループにならなかった場合は、ループバック テスト
パス上のリモート装置またはコンパクト シリアル ケーブルに障害があることが特定できます。

（注） ポートにケーブルが接続されていない場合、ポートは管理上のアップ状態で、ループバック モー
ドになります。

ポートに DTE ケーブルが接続されている場合は、loopback コマンドでネットワーク処理エンジン
と DSU またはモデムの近端（ネットワーク処理エンジン）側のパスをテストすることで、PA-T3 イ
ンターフェイスとコンパクト シリアル ケーブルをテストすることができます。 
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